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平
成
３１
年
（
２
０
１
９
年
）
３
月

定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申
し
上
げ
ま

し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は

ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事

業
を
執
行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と

す
る
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す

が
、
市
長
と
し
て
の
施
政
方
針
を
申

し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
制
施
行
６０
周
年
を
迎

え
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ

り
、
様
々
な
記
念
事
業
を
展
開
し
、

平
成
３０
年
（
２
０
１
８
年
）
１１
月
３

日
に
は
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
先
人
の

皆
さ
ま
の
「
ふ
る
さ
と
越
谷
」
を
思

う
熱
意
と
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
る

と
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興

計
画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
所
信
表
明
事
項
に
掲
げ
る
施

策
の
推
進
を
図
り
、
「
水
と
緑
と
太

陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え

る
安
全
・
安
心
・
快
適
都
市
」
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
雇

用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
海
外
経
済
の
不
確
実

性
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響

等
に
は
引
き
続
き
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成

３１
年
度
一
般
会
計
の
政
府
予
算
案

は
、
対
前
年
度
比
３
・
８
％
増
の
１

０
１
兆
４
５
７
１
億
円
、
そ
の
う
ち

政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、

対
前
年
度
比
５
・
２
％
増
の
６１
兆
９

６
３
９
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
税
及
び

固
定
資
産
税
な
ど
で
若
干
の
増
収
が

見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
昨
今
の
社
会

経
済
状
況
か
ら
考
え
ま
す
と
、
歳
入

の
確
保
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
３１
年
度

の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

自
主
財
源
は
も
と
よ
り
国
県
支
出
金

な
ど
の
依
存
財
源
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意

識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
も
と
、

平
成
３１
年
度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予

算
は
、
対
前
年
度
比
７
・
４
％
増
の

９
８
３
億
円
、
さ
ら
に
各
特
別
会
計

と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会

計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比

４
・
６
％
増
の
１
７
６
１
億
７
７
０

０
万
円
で
編
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
第
４
次
越
谷
市
総
合

振
興
計
画
の
大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要

な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
市
民
が
主
役
の
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例

施
行
１０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

条
例
や
そ
の
理
念
の
さ
ら
な
る
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視

し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映

す
る
た
め
、
引
き
続
き
「
ふ
れ
あ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
の
健
全
な
育
成
を
図
る
ほ
か
、

自
治
会
加
入
促
進
の
た
め
自
治
会
振

興
交
付
金
の
拡
充
を
図
り
、
自
治
会

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
、
市
民
活
動
団
体
を

は
じ
め
、
地
域
活
動
団
体
、
企
業
、

大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
各

種
事
業
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
な
る
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に

つ
い
て
は
、
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
の

魅
力
あ
る
施
設
整
備
に
向
け
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
踏
ま
え
た
基

本
・
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
す
べ
て

の
市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で

平
等
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人
権

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
様
々
な
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第

３
次
越
谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に

基
づ
き
、
男
女
が
「
み
と
め
合
い
、

さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら
し
さ
を
活
か

せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
平
成
３０
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
四
期
実
施

計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
中
心
に
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者

支
援
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
（
仮

称
）
越
谷
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ

ン
の
策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
年
、
姉
妹
都
市
提
携
３５
周
年
を
迎

え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ

ル
タ
ウ
ン
市
と
の
国
際
交
流
等
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
評
価
や
行
政
改
革
、
業
務
改

善
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
一
層
推

進
し
て
い
く
ほ
か
、
包
括
外
部
監
査

の
活
用
と
と
も
に
、
限
り
あ
る
財
源

や
人
員
体
制
の
中
で
増
大
・
多
様
化

す
る
行
政
需
要
に
的
確
か
つ
適
正
に

対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
情
報
化
推
進
計
画
・
第
５
次
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
全
体
最
適
化
と
内
部
事
務

の
効
率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
制
度
や
法
改
正
へ
の

円
滑
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し

た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
や
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
本
庁

舎
の
建
設
工
事
に
着
手
し
、
市
民
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
親

し
み
の
あ
る
新
庁
舎
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

将
来
の
あ
り
方
を
定
め
る
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
安
全
・
安
心

な
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た

り
、
す
こ
や
か
に
、
い
き
い
き
と
、

人
間
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福
祉

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
活
動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
で
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

健
康
危
機
に
備
え
、
保
健
所
機
能
を

有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
医
療

関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療
体
制

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看

護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続

き
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
夜
間
急

患
診
療
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、

東
部
南
地
区
第
二
次
救
急
医
療
圏
内

の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・
協
力

し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
維
持
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
や
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
連
携
の
強
化
な
ど
地
域
保
健
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
た
め
、
新
保

健
セ
ン
タ
ー
の
平
成
３２
年
（
２
０
２

０
年
）
４
月
の
開
所
に
向
け
て
、
引

き
続
き
建
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
医

療
構
想
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
医
療

資
源
を
効
率
的
に
活
用
し
、
引
き
続

き
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
持
続
的
か

つ
安
定
的
に
医
療
を
提
供
す
る
地
域

　

過
日
開
催
さ
れ
た
３
月
定
例
市
議
会
で
、
高
橋
市
長
が
新
年

度
の
市
政
運
営
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
施
政
方
針
演
説
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
行
政
に
係
る
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い

て
、
吉
田
教
育
長
が
教
育
行
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

の
基
幹
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た

施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
３０
年
度
に
中
間
見
直
し
を

実
施
し
た
第
２
次
越
谷
市
健
康
づ
く

り
行
動
計
画
・
食
育
推
進
計
画
「
い

き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ
き
、
市

民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
各
種
が
ん
検
診
を
引
き
続

き
実
施
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
家

庭
訪
問
、
妊
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康

診
査
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
引
き
続
き
相
談
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
及
び
重
症

化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

保
健
所
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の

発
生
予
防
や
感
染
症
発
生
時
の
感
染

拡
大
防
止
を
図
る
ほ
か
、
食
中
毒
な

ど
の
予
防
啓
発
、
動
物
の
愛
護
と
適

正
飼
育
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
越
谷
市
い
の
ち
支
え
る

自
殺
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
い
た
自

殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成

３２
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
期
間
と

な
る
第
２
期
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相

模
保
育
所
の
建
て
替
え
に
向
け
、
実

施
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向

け
、
小
規
模
保
育
事
業
所
の
開
設
等

を
支
援
し
、
定
員
の
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
平
成
３１
年
（
２
０
１

９
年
）
４
月
か
ら
は
、
本
市
独
自
の

こ
し
が
や
「
プ
ラ
ス
保
育
」
幼
稚
園

事
業
を
開
始
し
、
３
歳
以
降
の
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
大
沢

学
童
保
育
室
の
２
室
化
整
備
を
行
う

な
ど
、
待
機
児
童
の
解
消
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
保
育
環
境
の
充
実
を

図
り
、
保
護
者
の
就
労
支
援
と
放
課

後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介

護
給
付
や
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に

行
い
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家

族
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
就
学
前
の
子
ど
も

に
対
し
、
能
力
や
健
康
状
態
に
応
じ

た
療
育
及
び
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介

護
給
付
費
及
び
訓
練
等
給
付
費
等
の

支
給
を
行
う
ほ
か
、
地
域
生
活
支
援

事
業
や
就
労
支
援
事
業
及
び
地
域
適

応
支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
で
最
も
身
近
な

相
談
場
所
と
な
る
よ
う
、
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
関
係
団
体

と
連
携
し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

と
介
護
の
連
携
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
認
知
症
施
策
な
ど
の
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
健
康
づ
く
り
や
多
様
な
交
流
機

会
を
提
供
す
る
な
ど
、
生
き
が
い
対

策
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
要
支
援

１
・
２
の
方
を
対
象
と
し
た
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

民
自
ら
が
実
施
す
る
介
護
予
防
活
動

へ
の
支
援
や
、
地
域
の
様
々
な
団
体

に
よ
る
生
活
支
援
の
提
供
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
増

加
す
る
要
介
護
認
定
者
に
対
応
す
る

た
め
適
正
な
認
定
審
査
業
務
、
介
護

保
険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る

た
め
の
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
介
護

給
付
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

２
施
設
を
は
じ
め
、
新
規
施
設
の
開

設
を
支
援
す
る
ほ
か
、
第
８
期
越
谷

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
基
礎

調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
に
つ
い

て
は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行

う
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
相
談

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
よ

り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
医

療
費
の
適
正
化
及
び
収
納
率
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
疾

病
予
防
を
図
る
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
、
第
２
期
越
谷
市
国
民
健
康
保
険

保
健
事
業
実
施
計
画
・
第
３
期
越
谷

市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
を
推
進
す
る
な
ど
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
安
全
か
つ
快
適
で
、
利
便
性
に
満

ち
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
越
谷
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
都
市
施
設
の
計
画
的
な
整
備
や

活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
等
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
中
心
核
で
あ
る
南
越
谷
駅
・

新
越
谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
及
び
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
南
越
谷

駅
・
新
越
谷
駅
地
域
に
ぎ
わ
い
創
出

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
東
越
谷
地
区
及
び
七
左
第
一
地

区
の
換
地
処
分
に
伴
う
清
算
を
進
め

る
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の
さ
ら

な
る
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

景
観
計
画
、
越
谷
市
景
観
条
例
及
び

越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
適
切
な

運
用
を
図
り
、
市
民
に
よ
る
こ
し
が

や
景
観
資
源
の
登
録
な
ど
、
越
谷
ら

し
い
景
観
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
・

生
活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め

る
ほ
か
、
道
路
交
通
の
安
全
性
向
上

の
た
め
ゾ
ー
ン
３０
の
継
続
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
輸
送
道

路
に
つ
い
て
は
、
道
路
陥
没
な
ど
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
路

面
下
空
洞
調
査
を
引
き
続
き
実
施

し
、
道
路
環
境
の
良
好
な
保
全
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
都
市

計
画
道
路
越
谷
吉
川
線
及
び
川
柳
大

成
町
線
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
人
と
人

の
交
流
を
生
み
出
す
拠
点
、
企
業
・

創
業
支
援
な
ど
新
た
な
魅
力
を
創
出

す
る
拠
点
、
災
害
時
に
お
け
る
首
都

圏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
有
し
た

広
域
防
災
拠
点
な
ど
、
多
面
的
要
素

を
含
む
複
合
施
設
と
し
て
の
可
能
性

を
見
据
え
な
が
ら
、
整
備
に
向
け
た

検
討
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計

画
的
な
修
繕
・
補
修
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
震
時
に
通
行
を
確
保
す
べ

き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か
る
橋

梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ

き
、
市
民
・
公
共
交
通
事
業
者
・
市

の
役
割
分
担
や
連
携
に
よ
り
、
利
便

性
が
高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
北
越
谷
駅
及
び

新
越
谷
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
に
対

し
、
国
・
県
と
連
携
し
鉄
道
事
業
者

へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北

部
地
域
の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公

園
の
拡
張
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
に
身
近
な
公
園
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ

い
て
は
、
綾
瀬
川
緑
道
の
整
備
の
ほ

か
、
「
川
の
国
埼
玉　

は
つ
ら
つ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と
連

携
し
て
元
荒
川
、
新
方
川
の
緑
道
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
公
園

等
の
維
持
管
理
を
進
め
る
た
め
、
自

治
会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
を
図

り
、
公
園
維
持
管
理
団
体
の
増
加
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
内
水
排
除

の
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
都
市

下
水
路
や
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な

ど
の
幹
線
排
水
路
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
施
設
の
計
画
的
な
長
寿
命
化
及
び

耐
震
化
を
進
め
、
効
率
的
な
維
持
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
経
営
健
全
化
を
図
る

た
め
、
平
成
３２
年
（
２
０
２
０
年
）

４
月
の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
築
物
の
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て

は
、
既
存
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し

耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
県
指
定

の
緊
急
輸
送
道
路
閉
塞
建
築
物
の
所

有
者
に
対
し
耐
震
診
断
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に

強
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
連
で
平
成
２７
年
（
２
０
１
５

年
）
に
採
択
さ
れ
た
、
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

に
お
い
て
、
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
世
界

全
体
の
経
済
、
社
会
、
環
境
の
三
側

面
に
お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
を
統

合
的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お

い
て
は
、
環
境
施
策
の
基
本
計
画
で

あ
る
越
谷
市
環
境
管
理
計
画
の
改
定

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
気
候
変
動
対
策
な

ど
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
目
標
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
大
気
汚
染
自
動
測
定
局

の
改
修
に
よ
る
大
気
や
水
質
等
の
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
充
実
や
、
外
来

生
物
・
有
害
鳥
獣
対
策
等
に
よ
り
、

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
を
構
成
す
る
他
の

市
町
と
連
携
し
、
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
る
食
品
や
食
べ
残
し
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
削
減

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
家
庭
や
職

場
な
ど
で
余
っ
た
食
品
を
持
ち
寄
る

仕
組
み
で
あ
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事

業
等
の
実
施
に
よ
り
市
民
へ
の
啓
発

を
進
め
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
ご
み

の
減
量
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
雑
紙
な
ど
の
古
紙
分
別

徹
底
の
周
知
や
、
使
用
済
小
型
家
電

の
回
収
を
促
進
す
る
な
ど
、
ご
み
の

資
源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
現
在
の
越
谷
市
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
の

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
収
集
体
制

の
検
討
な
ど
を
取
り
入
れ
た
、
次
期

計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
固
定
系

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
た
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
自
助
」
「
共
助
」
「
公

助
」
を
柱
と
し
た
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備

や
人
材
の
育
成
強
化
、
避
難
行
動
要

支
援
者
対
策
の
充
実
等
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
地

域
住
民
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
空
家
の

利
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
商
法
な
ど
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、
消
費

生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
増
加

傾
向
に
あ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の

被
害
防
止
に
向
け
効
果
的
な
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い
、

消
費
者
の
自
立
と
実
践
的
な
能
力
を

育
む
た
め
、
若
年
者
に
向
け
た
啓
発

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
を
使
用
す

る
す
べ
て
の
飲
食
店
に
対
し
、
消
火

器
設
置
に
係
る
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
予
防
査
察
に
よ
り
法
令
違
反

の
是
正
を
促
進
す
る
な
ど
、
防
火
管

理
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
市
域
に
お
け
る
消
防
の

任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
は
し
ご
付

消
防
自
動
車
な
ど
の
消
防
車
両
や
資

機
材
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

機
能
を
十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

訓
練
な
ど
を
通
し
て
消
防
職
員
の
知

識
、
技
能
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
公
共

施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

設
置
し
た
２４
時
間
使
用
可
能
な
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
市

民
へ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

応
急
手
当
の
さ
ら
な
る
普
及
・
啓
発

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
器

具
置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
団
員
の

装
備
の
充
実
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
発
足
し
た
学

生
機
能
別
団
員
に
対
し
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営
の

補
助
活
動
に
必
要
な
教
育
訓
練
を
実

施
す
る
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

世
界
的
な
政
治
経
済
の
状
況
や
第

４
次
産
業
革
命
の
進
展
に
よ
る
産
業

構
造
の
変
化
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
絶
え
間
な
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、

地
域
経
済
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く

持
続
的
に
発
展
し
続
け
る
た
め
に
、

稼
ぐ
力
の
強
化
や
中
小
企
業
者
の
労

働
生
産
性
の
向
上
な
ど
、
安
定
し
た

雇
用
と
新
た
な
経
済
価
値
を
も
た
ら

す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
越
谷
商

工
会
議
所
や
金
融
機
関
等
と
連
携

し
、
経
営
・
創
業
相
談
の
充
実
に
努

め
る
ほ
か
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
や
県
等
と
協
力
し
た

海
外
展
開
支
援
や
、
制
度
融
資
に
係

る
利
子
助
成
の
実
施
、
こ
し
が
や
産

業
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
等
に
よ
り
、
既

存
産
業
の
活
性
化
と
新
た
な
産
業
の

育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店

会
に
よ
る
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
、
空
き
店

舗
の
見
学
会
や
補
助
金
を
活
用
し
た

空
き
店
舗
対
策
事
業
に
よ
り
、
に
ぎ

わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
観
光
協
会
及
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
花
火
大
会

や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
大
相
模
調
節
池
の
水
辺
を
活

用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の

魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、
こ
し
が
や

愛
さ
れ
グ
ル
メ
発
信
事
業
を
実
施

し
、
食
を
中
心
と
し
た
魅
力
の
掘
り

起
こ
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都

市
イ
メ
ー
ジ
向
上
事
業
を
推
進
し
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
及
び
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
視
覚
的
・
直
感
的
な
表
現
を
強

み
と
し
、
若
い
世
代
を
中
心
に
普
及

し
て
い
る
写
真
共
有
ア
プ
リ
「
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
」
や
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
著
名
人
・
団
体
を
委
嘱
し
た

「
こ
し
が
や
の
未
来
を
創
る
魅
力
宣

伝
大
使
」
の
協
力
の
も
と
、
地
域
の

誇
り
や
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
会
等
の
開
催
を
通
じ
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
や
事

業
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
に
取
り
組

む
ほ
か
、
荻
島
地
区
の
産
業
団
地
整

備
に
向
け
て
県
企
業
局
と
の
連
携
を

一
層
深
め
な
が
ら
、
着
実
か
つ
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
事
業
化
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
首
都
近

郊
に
位
置
し
、
周
囲
に
大
勢
の
消
費

者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優
位
性

を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進

し
、
戦
略
的
な
農
業
施
策
を
展
開
す

る
た
め
、
第
３
次
越
谷
市
都
市
農
業

推
進
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
場
農

産
物
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
等

を
通
じ
て
、
越
谷
産
農
産
物
の
魅
力

を
発
信
し
、
消
費
者
の
地
場
農
産
物

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
地
場
農
産

物
の
消
費
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施
設
園

芸
や
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の

生
産
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
集
客
が
あ

る
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン
に
お
け
る
第

二
工
区
の
整
備
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
３０
年

度
か
ら
開
始
し
た
メ
ロ
ン
の
試
験
栽

培
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
デ
ー
タ

の
収
集
と
分
析
、
課
題
の
整
理
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ

る
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
水

田
の
区
画
拡
大
を
図
る
な
ど
、
よ
り

効
率
的
で
生
産
性
の
高
い
農
業
生
産

基
盤
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生

産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者

を
は
じ
め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
効
果
的
か
つ
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
川
の
国
埼
玉 

は
つ
ら
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と

連
携
し
て
出
羽
堀
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
の
育
成
支
援

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
伝
統
的
農
産

物
で
あ
る
「
ね
ぎ
」
や
「
く
わ
い
」

を
生
産
す
る
担
い
手
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
新
規
就
農
者
や
生
産
規
模

の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
意
欲
的
に
農

業
経
営
を
進
め
る
農
業
者
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
専

門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

配
置
し
て
行
う
就
職
相
談
や
各
種
相

談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷

や
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業

等
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
、
雇
用

支
援
対
策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教

育
会
議
な
ど
を
通
じ
て
教
育
委
員
会

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
第
２
期
越

谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
へ
の
週
２
日
配
置
を
目
指
し
、
学

校
司
書
を
段
階
的
に
増
員
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

は
、
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
踏
ま
え
た
生
徒
指
導
や
教
育
相
談

の
充
実
に
努
め
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
小
学
校
入
学
前
に
必

要
と
な
る
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

な
ど
、
就
学
費
用
の
一
部
を
援
助
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
特

別
支
援
学
級
の
早
期
全
校
設
置
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員

と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設

改
修
や
川
柳
小
学
校
校
舎
の
増
築
工

事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
の
通
学
路
に
お
い
て
人
通
り

の
少
な
い
場
所
な
ど
を
中
心
に
防
犯

用
カ
メ
ラ
を
新
た
に
設
置
し
、
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
時
の
安
全
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
の
協
働
や
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
各
種
大
会
、
講
座
等
を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ポ
ル
ト
ガ
ル
卓
球
チ

ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ

に
際
し
て
必
要
と
な
る
練
習
環
境
の

整
備
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
市
立
第
１
・
第
２
体

育
館
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
に
向

け
、
新
た
な
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

と
な
る
施
設
整
備
の
基
本
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
耐
震
補
強
の

工
法
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
第
４
次
越
谷

市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
少
子

高
齢
化
や
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
越
谷
市
総

合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
第
４

次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
次
期
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

私
は
、
引
き
続
き
「
安
心
度
埼
玉

№
１
の
越
谷
」
「
市
民
が
誇
れ
る
越

谷
」
「
い
き
い
き
活
性
化
す
る
越

谷
」
の
３
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
、
「
行
政
は
市
民
の
た

め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と
共
有

し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４

次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
い

た
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
の
そ
の
先
の
時
代
に

向
か
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り

一
層
本
市
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
「
越
谷
市
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指

導
、
そ
し
て
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 施

政
方
針
（
全
文
）

大
綱
１
「
市
民
と
つ
く
る
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て

大
綱
２
「
だ
れ
も
が
健
康
で
生
き

が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

新庁舎完成予想図

新保健センター完成予想図

～なんでも話そう～市長とふれあいミーティング
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平
成
３１
年
（
２
０
１
９
年
）
３
月

定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申
し
上
げ
ま

し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は

ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事

業
を
執
行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と

す
る
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す

が
、
市
長
と
し
て
の
施
政
方
針
を
申

し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
制
施
行
６０
周
年
を
迎

え
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ

り
、
様
々
な
記
念
事
業
を
展
開
し
、

平
成
３０
年
（
２
０
１
８
年
）
１１
月
３

日
に
は
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
先
人
の

皆
さ
ま
の
「
ふ
る
さ
と
越
谷
」
を
思

う
熱
意
と
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
る

と
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興

計
画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
所
信
表
明
事
項
に
掲
げ
る
施

策
の
推
進
を
図
り
、
「
水
と
緑
と
太

陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え

る
安
全
・
安
心
・
快
適
都
市
」
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
雇

用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
海
外
経
済
の
不
確
実

性
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響

等
に
は
引
き
続
き
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成

３１
年
度
一
般
会
計
の
政
府
予
算
案

は
、
対
前
年
度
比
３
・
８
％
増
の
１

０
１
兆
４
５
７
１
億
円
、
そ
の
う
ち

政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、

対
前
年
度
比
５
・
２
％
増
の
６１
兆
９

６
３
９
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
税
及
び

固
定
資
産
税
な
ど
で
若
干
の
増
収
が

見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
昨
今
の
社
会

経
済
状
況
か
ら
考
え
ま
す
と
、
歳
入

の
確
保
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
３１
年
度

の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

自
主
財
源
は
も
と
よ
り
国
県
支
出
金

な
ど
の
依
存
財
源
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意

識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
も
と
、

平
成
３１
年
度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予

算
は
、
対
前
年
度
比
７
・
４
％
増
の

９
８
３
億
円
、
さ
ら
に
各
特
別
会
計

と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会

計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比

４
・
６
％
増
の
１
７
６
１
億
７
７
０

０
万
円
で
編
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
第
４
次
越
谷
市
総
合

振
興
計
画
の
大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要

な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
市
民
が
主
役
の
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例

施
行
１０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

条
例
や
そ
の
理
念
の
さ
ら
な
る
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視

し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映

す
る
た
め
、
引
き
続
き
「
ふ
れ
あ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
の
健
全
な
育
成
を
図
る
ほ
か
、

自
治
会
加
入
促
進
の
た
め
自
治
会
振

興
交
付
金
の
拡
充
を
図
り
、
自
治
会

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
、
市
民
活
動
団
体
を

は
じ
め
、
地
域
活
動
団
体
、
企
業
、

大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
各

種
事
業
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
な
る
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に

つ
い
て
は
、
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
の

魅
力
あ
る
施
設
整
備
に
向
け
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
踏
ま
え
た
基

本
・
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
す
べ
て

の
市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で

平
等
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人
権

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
様
々
な
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第

３
次
越
谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に

基
づ
き
、
男
女
が
「
み
と
め
合
い
、

さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら
し
さ
を
活
か

せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
平
成
３０
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
四
期
実
施

計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
中
心
に
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者

支
援
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
（
仮

称
）
越
谷
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ

ン
の
策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
年
、
姉
妹
都
市
提
携
３５
周
年
を
迎

え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ

ル
タ
ウ
ン
市
と
の
国
際
交
流
等
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
評
価
や
行
政
改
革
、
業
務
改

善
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
一
層
推

進
し
て
い
く
ほ
か
、
包
括
外
部
監
査

の
活
用
と
と
も
に
、
限
り
あ
る
財
源

や
人
員
体
制
の
中
で
増
大
・
多
様
化

す
る
行
政
需
要
に
的
確
か
つ
適
正
に

対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
情
報
化
推
進
計
画
・
第
５
次
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
全
体
最
適
化
と
内
部
事
務

の
効
率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
制
度
や
法
改
正
へ
の

円
滑
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し

た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
や
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
本
庁

舎
の
建
設
工
事
に
着
手
し
、
市
民
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
親

し
み
の
あ
る
新
庁
舎
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

将
来
の
あ
り
方
を
定
め
る
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
安
全
・
安
心

な
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た

り
、
す
こ
や
か
に
、
い
き
い
き
と
、

人
間
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福
祉

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
活
動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
で
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

健
康
危
機
に
備
え
、
保
健
所
機
能
を

有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
医
療

関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療
体
制

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看

護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続

き
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
夜
間
急

患
診
療
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、

東
部
南
地
区
第
二
次
救
急
医
療
圏
内

の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・
協
力

し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
維
持
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
や
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
連
携
の
強
化
な
ど
地
域
保
健
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
た
め
、
新
保

健
セ
ン
タ
ー
の
平
成
３２
年
（
２
０
２

０
年
）
４
月
の
開
所
に
向
け
て
、
引

き
続
き
建
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
医

療
構
想
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
医
療

資
源
を
効
率
的
に
活
用
し
、
引
き
続

き
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
持
続
的
か

つ
安
定
的
に
医
療
を
提
供
す
る
地
域

の
基
幹
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た

施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
３０
年
度
に
中
間
見
直
し
を

実
施
し
た
第
２
次
越
谷
市
健
康
づ
く

り
行
動
計
画
・
食
育
推
進
計
画
「
い

き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ
き
、
市

民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
各
種
が
ん
検
診
を
引
き
続

き
実
施
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
家

庭
訪
問
、
妊
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康

診
査
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
引
き
続
き
相
談
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
及
び
重
症

化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

保
健
所
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の

発
生
予
防
や
感
染
症
発
生
時
の
感
染

拡
大
防
止
を
図
る
ほ
か
、
食
中
毒
な

ど
の
予
防
啓
発
、
動
物
の
愛
護
と
適

正
飼
育
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
越
谷
市
い
の
ち
支
え
る

自
殺
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
い
た
自

殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成

３２
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
期
間
と

な
る
第
２
期
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相

模
保
育
所
の
建
て
替
え
に
向
け
、
実

施
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向

け
、
小
規
模
保
育
事
業
所
の
開
設
等

を
支
援
し
、
定
員
の
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
平
成
３１
年
（
２
０
１

９
年
）
４
月
か
ら
は
、
本
市
独
自
の

こ
し
が
や
「
プ
ラ
ス
保
育
」
幼
稚
園

事
業
を
開
始
し
、
３
歳
以
降
の
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
大
沢

学
童
保
育
室
の
２
室
化
整
備
を
行
う

な
ど
、
待
機
児
童
の
解
消
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
保
育
環
境
の
充
実
を

図
り
、
保
護
者
の
就
労
支
援
と
放
課

後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介

護
給
付
や
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に

行
い
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家

族
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
就
学
前
の
子
ど
も

に
対
し
、
能
力
や
健
康
状
態
に
応
じ

た
療
育
及
び
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介

護
給
付
費
及
び
訓
練
等
給
付
費
等
の

支
給
を
行
う
ほ
か
、
地
域
生
活
支
援

事
業
や
就
労
支
援
事
業
及
び
地
域
適

応
支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
で
最
も
身
近
な

相
談
場
所
と
な
る
よ
う
、
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
関
係
団
体

と
連
携
し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

と
介
護
の
連
携
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
認
知
症
施
策
な
ど
の
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
健
康
づ
く
り
や
多
様
な
交
流
機

会
を
提
供
す
る
な
ど
、
生
き
が
い
対

策
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
要
支
援

１
・
２
の
方
を
対
象
と
し
た
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

民
自
ら
が
実
施
す
る
介
護
予
防
活
動

へ
の
支
援
や
、
地
域
の
様
々
な
団
体

に
よ
る
生
活
支
援
の
提
供
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
増

加
す
る
要
介
護
認
定
者
に
対
応
す
る

た
め
適
正
な
認
定
審
査
業
務
、
介
護

保
険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る

た
め
の
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
介
護

給
付
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

２
施
設
を
は
じ
め
、
新
規
施
設
の
開

設
を
支
援
す
る
ほ
か
、
第
８
期
越
谷

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
基
礎

調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
に
つ
い

て
は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行

う
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
相
談

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
よ

り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
医

療
費
の
適
正
化
及
び
収
納
率
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
疾

病
予
防
を
図
る
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
、
第
２
期
越
谷
市
国
民
健
康
保
険

保
健
事
業
実
施
計
画
・
第
３
期
越
谷

市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
を
推
進
す
る
な
ど
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
安
全
か
つ
快
適
で
、
利
便
性
に
満

ち
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
越
谷
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
都
市
施
設
の
計
画
的
な
整
備
や

活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
等
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
中
心
核
で
あ
る
南
越
谷
駅
・

新
越
谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
及
び
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
南
越
谷

駅
・
新
越
谷
駅
地
域
に
ぎ
わ
い
創
出

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
東
越
谷
地
区
及
び
七
左
第
一
地

区
の
換
地
処
分
に
伴
う
清
算
を
進
め

る
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の
さ
ら

な
る
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

景
観
計
画
、
越
谷
市
景
観
条
例
及
び

越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
適
切
な

運
用
を
図
り
、
市
民
に
よ
る
こ
し
が

や
景
観
資
源
の
登
録
な
ど
、
越
谷
ら

し
い
景
観
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
・

生
活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め

る
ほ
か
、
道
路
交
通
の
安
全
性
向
上

の
た
め
ゾ
ー
ン
３０
の
継
続
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
輸
送
道

路
に
つ
い
て
は
、
道
路
陥
没
な
ど
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
路

面
下
空
洞
調
査
を
引
き
続
き
実
施

し
、
道
路
環
境
の
良
好
な
保
全
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
都
市

計
画
道
路
越
谷
吉
川
線
及
び
川
柳
大

成
町
線
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
人
と
人

の
交
流
を
生
み
出
す
拠
点
、
企
業
・

創
業
支
援
な
ど
新
た
な
魅
力
を
創
出

す
る
拠
点
、
災
害
時
に
お
け
る
首
都

圏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
有
し
た

広
域
防
災
拠
点
な
ど
、
多
面
的
要
素

を
含
む
複
合
施
設
と
し
て
の
可
能
性

を
見
据
え
な
が
ら
、
整
備
に
向
け
た

検
討
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計

画
的
な
修
繕
・
補
修
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
震
時
に
通
行
を
確
保
す
べ

き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か
る
橋

梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ

き
、
市
民
・
公
共
交
通
事
業
者
・
市

の
役
割
分
担
や
連
携
に
よ
り
、
利
便

性
が
高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
北
越
谷
駅
及
び

新
越
谷
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
に
対

し
、
国
・
県
と
連
携
し
鉄
道
事
業
者

へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北

部
地
域
の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公

園
の
拡
張
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
に
身
近
な
公
園
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ

い
て
は
、
綾
瀬
川
緑
道
の
整
備
の
ほ

か
、
「
川
の
国
埼
玉　

は
つ
ら
つ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と
連

携
し
て
元
荒
川
、
新
方
川
の
緑
道
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
公
園

等
の
維
持
管
理
を
進
め
る
た
め
、
自

治
会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
を
図

り
、
公
園
維
持
管
理
団
体
の
増
加
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
内
水
排
除

の
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
都
市

下
水
路
や
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な

ど
の
幹
線
排
水
路
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
施
設
の
計
画
的
な
長
寿
命
化
及
び

耐
震
化
を
進
め
、
効
率
的
な
維
持
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
経
営
健
全
化
を
図
る

た
め
、
平
成
３２
年
（
２
０
２
０
年
）

４
月
の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
築
物
の
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て

は
、
既
存
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し

耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
県
指
定

の
緊
急
輸
送
道
路
閉
塞
建
築
物
の
所

有
者
に
対
し
耐
震
診
断
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に

強
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
連
で
平
成
２７
年
（
２
０
１
５

年
）
に
採
択
さ
れ
た
、
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

に
お
い
て
、
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
世
界

全
体
の
経
済
、
社
会
、
環
境
の
三
側

面
に
お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
を
統

合
的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お

い
て
は
、
環
境
施
策
の
基
本
計
画
で

あ
る
越
谷
市
環
境
管
理
計
画
の
改
定

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
気
候
変
動
対
策
な

ど
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
目
標
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
大
気
汚
染
自
動
測
定
局

の
改
修
に
よ
る
大
気
や
水
質
等
の
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
充
実
や
、
外
来

生
物
・
有
害
鳥
獣
対
策
等
に
よ
り
、

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
を
構
成
す
る
他
の

市
町
と
連
携
し
、
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
る
食
品
や
食
べ
残
し
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
削
減

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
家
庭
や
職

場
な
ど
で
余
っ
た
食
品
を
持
ち
寄
る

仕
組
み
で
あ
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事

業
等
の
実
施
に
よ
り
市
民
へ
の
啓
発

を
進
め
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
ご
み

の
減
量
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
雑
紙
な
ど
の
古
紙
分
別

徹
底
の
周
知
や
、
使
用
済
小
型
家
電

の
回
収
を
促
進
す
る
な
ど
、
ご
み
の

資
源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
現
在
の
越
谷
市
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
の

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
収
集
体
制

の
検
討
な
ど
を
取
り
入
れ
た
、
次
期

計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
固
定
系

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
た
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
自
助
」
「
共
助
」
「
公

助
」
を
柱
と
し
た
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備

や
人
材
の
育
成
強
化
、
避
難
行
動
要

支
援
者
対
策
の
充
実
等
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
地

域
住
民
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
空
家
の

利
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
商
法
な
ど
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、
消
費

生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
増
加

傾
向
に
あ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の

被
害
防
止
に
向
け
効
果
的
な
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い
、

消
費
者
の
自
立
と
実
践
的
な
能
力
を

育
む
た
め
、
若
年
者
に
向
け
た
啓
発

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
を
使
用
す

る
す
べ
て
の
飲
食
店
に
対
し
、
消
火

器
設
置
に
係
る
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
予
防
査
察
に
よ
り
法
令
違
反

の
是
正
を
促
進
す
る
な
ど
、
防
火
管

理
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
市
域
に
お
け
る
消
防
の

任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
は
し
ご
付

消
防
自
動
車
な
ど
の
消
防
車
両
や
資

機
材
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

機
能
を
十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

訓
練
な
ど
を
通
し
て
消
防
職
員
の
知

識
、
技
能
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
公
共

施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

設
置
し
た
２４
時
間
使
用
可
能
な
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
市

民
へ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

応
急
手
当
の
さ
ら
な
る
普
及
・
啓
発

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
器

具
置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
団
員
の

装
備
の
充
実
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
発
足
し
た
学

生
機
能
別
団
員
に
対
し
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営
の

補
助
活
動
に
必
要
な
教
育
訓
練
を
実

施
す
る
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

世
界
的
な
政
治
経
済
の
状
況
や
第

４
次
産
業
革
命
の
進
展
に
よ
る
産
業

構
造
の
変
化
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
絶
え
間
な
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、

地
域
経
済
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く

持
続
的
に
発
展
し
続
け
る
た
め
に
、

稼
ぐ
力
の
強
化
や
中
小
企
業
者
の
労

働
生
産
性
の
向
上
な
ど
、
安
定
し
た

雇
用
と
新
た
な
経
済
価
値
を
も
た
ら

す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
越
谷
商

工
会
議
所
や
金
融
機
関
等
と
連
携

し
、
経
営
・
創
業
相
談
の
充
実
に
努

め
る
ほ
か
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
や
県
等
と
協
力
し
た

海
外
展
開
支
援
や
、
制
度
融
資
に
係

る
利
子
助
成
の
実
施
、
こ
し
が
や
産

業
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
等
に
よ
り
、
既

存
産
業
の
活
性
化
と
新
た
な
産
業
の

育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店

会
に
よ
る
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
、
空
き
店

舗
の
見
学
会
や
補
助
金
を
活
用
し
た

空
き
店
舗
対
策
事
業
に
よ
り
、
に
ぎ

わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
観
光
協
会
及
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
花
火
大
会

や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
大
相
模
調
節
池
の
水
辺
を
活

用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の

魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、
こ
し
が
や

愛
さ
れ
グ
ル
メ
発
信
事
業
を
実
施

し
、
食
を
中
心
と
し
た
魅
力
の
掘
り

起
こ
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都

市
イ
メ
ー
ジ
向
上
事
業
を
推
進
し
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
及
び
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
視
覚
的
・
直
感
的
な
表
現
を
強

み
と
し
、
若
い
世
代
を
中
心
に
普
及

し
て
い
る
写
真
共
有
ア
プ
リ
「
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
」
や
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
著
名
人
・
団
体
を
委
嘱
し
た

「
こ
し
が
や
の
未
来
を
創
る
魅
力
宣

伝
大
使
」
の
協
力
の
も
と
、
地
域
の

誇
り
や
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
会
等
の
開
催
を
通
じ
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
や
事

業
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
に
取
り
組

む
ほ
か
、
荻
島
地
区
の
産
業
団
地
整

備
に
向
け
て
県
企
業
局
と
の
連
携
を

一
層
深
め
な
が
ら
、
着
実
か
つ
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
事
業
化
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
首
都
近

郊
に
位
置
し
、
周
囲
に
大
勢
の
消
費

者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優
位
性

を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進

し
、
戦
略
的
な
農
業
施
策
を
展
開
す

る
た
め
、
第
３
次
越
谷
市
都
市
農
業

推
進
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
場
農

産
物
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
等

を
通
じ
て
、
越
谷
産
農
産
物
の
魅
力

を
発
信
し
、
消
費
者
の
地
場
農
産
物

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
地
場
農
産

物
の
消
費
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施
設
園

芸
や
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の

生
産
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
集
客
が
あ

る
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン
に
お
け
る
第

二
工
区
の
整
備
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
３０
年

度
か
ら
開
始
し
た
メ
ロ
ン
の
試
験
栽

培
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
デ
ー
タ

の
収
集
と
分
析
、
課
題
の
整
理
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ

る
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
水

田
の
区
画
拡
大
を
図
る
な
ど
、
よ
り

効
率
的
で
生
産
性
の
高
い
農
業
生
産

基
盤
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生

産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者

を
は
じ
め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
効
果
的
か
つ
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
川
の
国
埼
玉 

は
つ
ら
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と

連
携
し
て
出
羽
堀
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
の
育
成
支
援

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
伝
統
的
農
産

物
で
あ
る
「
ね
ぎ
」
や
「
く
わ
い
」

を
生
産
す
る
担
い
手
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
新
規
就
農
者
や
生
産
規
模

の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
意
欲
的
に
農

業
経
営
を
進
め
る
農
業
者
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
専

門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

配
置
し
て
行
う
就
職
相
談
や
各
種
相

談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷

や
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業

等
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
、
雇
用

支
援
対
策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教

育
会
議
な
ど
を
通
じ
て
教
育
委
員
会

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
第
２
期
越

谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
へ
の
週
２
日
配
置
を
目
指
し
、
学

校
司
書
を
段
階
的
に
増
員
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

は
、
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
踏
ま
え
た
生
徒
指
導
や
教
育
相
談

の
充
実
に
努
め
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
小
学
校
入
学
前
に
必

要
と
な
る
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

な
ど
、
就
学
費
用
の
一
部
を
援
助
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
特

別
支
援
学
級
の
早
期
全
校
設
置
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員

と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設

改
修
や
川
柳
小
学
校
校
舎
の
増
築
工

事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
の
通
学
路
に
お
い
て
人
通
り

の
少
な
い
場
所
な
ど
を
中
心
に
防
犯

用
カ
メ
ラ
を
新
た
に
設
置
し
、
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
時
の
安
全
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
の
協
働
や
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
各
種
大
会
、
講
座
等
を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ポ
ル
ト
ガ
ル
卓
球
チ

ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ

に
際
し
て
必
要
と
な
る
練
習
環
境
の

整
備
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
市
立
第
１
・
第
２
体

育
館
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
に
向

け
、
新
た
な
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

と
な
る
施
設
整
備
の
基
本
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
耐
震
補
強
の

工
法
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
第
４
次
越
谷

市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
少
子

高
齢
化
や
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
越
谷
市
総

合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
第
４

次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
次
期
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

私
は
、
引
き
続
き
「
安
心
度
埼
玉

№
１
の
越
谷
」
「
市
民
が
誇
れ
る
越

谷
」
「
い
き
い
き
活
性
化
す
る
越

谷
」
の
３
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
、
「
行
政
は
市
民
の
た

め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と
共
有

し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４

次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
い

た
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
の
そ
の
先
の
時
代
に

向
か
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り

一
層
本
市
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
「
越
谷
市
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指

導
、
そ
し
て
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
綱
３
「
自
然
と
調
和
し
質
の
高

い
都
市
機
能
を
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て

市立病院

プラス保育を行う幼稚園

老人福祉センターひのき荘

西大袋地区を通る市道

幹線排水路の整備
平方公園の除草作業をする公園維持管理団体
の皆さん

へ
い
そ
く

き
ょ
う
り
ょ
う
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平
成
３１
年
（
２
０
１
９
年
）
３
月

定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申
し
上
げ
ま

し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は

ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事

業
を
執
行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と

す
る
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す

が
、
市
長
と
し
て
の
施
政
方
針
を
申

し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
制
施
行
６０
周
年
を
迎

え
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ

り
、
様
々
な
記
念
事
業
を
展
開
し
、

平
成
３０
年
（
２
０
１
８
年
）
１１
月
３

日
に
は
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
先
人
の

皆
さ
ま
の
「
ふ
る
さ
と
越
谷
」
を
思

う
熱
意
と
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
る

と
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興

計
画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
所
信
表
明
事
項
に
掲
げ
る
施

策
の
推
進
を
図
り
、
「
水
と
緑
と
太

陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え

る
安
全
・
安
心
・
快
適
都
市
」
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
雇

用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
海
外
経
済
の
不
確
実

性
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響

等
に
は
引
き
続
き
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成

３１
年
度
一
般
会
計
の
政
府
予
算
案

は
、
対
前
年
度
比
３
・
８
％
増
の
１

０
１
兆
４
５
７
１
億
円
、
そ
の
う
ち

政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、

対
前
年
度
比
５
・
２
％
増
の
６１
兆
９

６
３
９
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
税
及
び

固
定
資
産
税
な
ど
で
若
干
の
増
収
が

見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
昨
今
の
社
会

経
済
状
況
か
ら
考
え
ま
す
と
、
歳
入

の
確
保
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
３１
年
度

の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

自
主
財
源
は
も
と
よ
り
国
県
支
出
金

な
ど
の
依
存
財
源
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意

識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
も
と
、

平
成
３１
年
度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予

算
は
、
対
前
年
度
比
７
・
４
％
増
の

９
８
３
億
円
、
さ
ら
に
各
特
別
会
計

と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会

計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比

４
・
６
％
増
の
１
７
６
１
億
７
７
０

０
万
円
で
編
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
第
４
次
越
谷
市
総
合

振
興
計
画
の
大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要

な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
市
民
が
主
役
の
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例

施
行
１０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

条
例
や
そ
の
理
念
の
さ
ら
な
る
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視

し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映

す
る
た
め
、
引
き
続
き
「
ふ
れ
あ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
の
健
全
な
育
成
を
図
る
ほ
か
、

自
治
会
加
入
促
進
の
た
め
自
治
会
振

興
交
付
金
の
拡
充
を
図
り
、
自
治
会

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
、
市
民
活
動
団
体
を

は
じ
め
、
地
域
活
動
団
体
、
企
業
、

大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
各

種
事
業
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
な
る
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に

つ
い
て
は
、
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
の

魅
力
あ
る
施
設
整
備
に
向
け
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
踏
ま
え
た
基

本
・
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
す
べ
て

の
市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で

平
等
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人
権

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
様
々
な
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第

３
次
越
谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に

基
づ
き
、
男
女
が
「
み
と
め
合
い
、

さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら
し
さ
を
活
か

せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
平
成
３０
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
四
期
実
施

計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
中
心
に
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者

支
援
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
（
仮

称
）
越
谷
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ

ン
の
策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
年
、
姉
妹
都
市
提
携
３５
周
年
を
迎

え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ

ル
タ
ウ
ン
市
と
の
国
際
交
流
等
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
評
価
や
行
政
改
革
、
業
務
改

善
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
一
層
推

進
し
て
い
く
ほ
か
、
包
括
外
部
監
査

の
活
用
と
と
も
に
、
限
り
あ
る
財
源

や
人
員
体
制
の
中
で
増
大
・
多
様
化

す
る
行
政
需
要
に
的
確
か
つ
適
正
に

対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
情
報
化
推
進
計
画
・
第
５
次
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
全
体
最
適
化
と
内
部
事
務

の
効
率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
制
度
や
法
改
正
へ
の

円
滑
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し

た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
や
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
本
庁

舎
の
建
設
工
事
に
着
手
し
、
市
民
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
親

し
み
の
あ
る
新
庁
舎
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

将
来
の
あ
り
方
を
定
め
る
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
安
全
・
安
心

な
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た

り
、
す
こ
や
か
に
、
い
き
い
き
と
、

人
間
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福
祉

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
活
動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
で
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

健
康
危
機
に
備
え
、
保
健
所
機
能
を

有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
医
療

関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療
体
制

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看

護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続

き
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
夜
間
急

患
診
療
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、

東
部
南
地
区
第
二
次
救
急
医
療
圏
内

の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・
協
力

し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
維
持
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
や
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
連
携
の
強
化
な
ど
地
域
保
健
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
た
め
、
新
保

健
セ
ン
タ
ー
の
平
成
３２
年
（
２
０
２

０
年
）
４
月
の
開
所
に
向
け
て
、
引

き
続
き
建
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
医

療
構
想
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
医
療

資
源
を
効
率
的
に
活
用
し
、
引
き
続

き
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
持
続
的
か

つ
安
定
的
に
医
療
を
提
供
す
る
地
域

の
基
幹
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た

施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
３０
年
度
に
中
間
見
直
し
を

実
施
し
た
第
２
次
越
谷
市
健
康
づ
く

り
行
動
計
画
・
食
育
推
進
計
画
「
い

き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ
き
、
市

民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
各
種
が
ん
検
診
を
引
き
続

き
実
施
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
家

庭
訪
問
、
妊
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康

診
査
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
引
き
続
き
相
談
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
及
び
重
症

化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

保
健
所
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の

発
生
予
防
や
感
染
症
発
生
時
の
感
染

拡
大
防
止
を
図
る
ほ
か
、
食
中
毒
な

ど
の
予
防
啓
発
、
動
物
の
愛
護
と
適

正
飼
育
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
越
谷
市
い
の
ち
支
え
る

自
殺
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
い
た
自

殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成

３２
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
期
間
と

な
る
第
２
期
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相

模
保
育
所
の
建
て
替
え
に
向
け
、
実

施
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向

け
、
小
規
模
保
育
事
業
所
の
開
設
等

を
支
援
し
、
定
員
の
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
平
成
３１
年
（
２
０
１

９
年
）
４
月
か
ら
は
、
本
市
独
自
の

こ
し
が
や
「
プ
ラ
ス
保
育
」
幼
稚
園

事
業
を
開
始
し
、
３
歳
以
降
の
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
大
沢

学
童
保
育
室
の
２
室
化
整
備
を
行
う

な
ど
、
待
機
児
童
の
解
消
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
保
育
環
境
の
充
実
を

図
り
、
保
護
者
の
就
労
支
援
と
放
課

後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介

護
給
付
や
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に

行
い
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家

族
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
就
学
前
の
子
ど
も

に
対
し
、
能
力
や
健
康
状
態
に
応
じ

た
療
育
及
び
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介

護
給
付
費
及
び
訓
練
等
給
付
費
等
の

支
給
を
行
う
ほ
か
、
地
域
生
活
支
援

事
業
や
就
労
支
援
事
業
及
び
地
域
適

応
支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
で
最
も
身
近
な

相
談
場
所
と
な
る
よ
う
、
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
関
係
団
体

と
連
携
し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

と
介
護
の
連
携
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
認
知
症
施
策
な
ど
の
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
健
康
づ
く
り
や
多
様
な
交
流
機

会
を
提
供
す
る
な
ど
、
生
き
が
い
対

策
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
要
支
援

１
・
２
の
方
を
対
象
と
し
た
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

民
自
ら
が
実
施
す
る
介
護
予
防
活
動

へ
の
支
援
や
、
地
域
の
様
々
な
団
体

に
よ
る
生
活
支
援
の
提
供
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
増

加
す
る
要
介
護
認
定
者
に
対
応
す
る

た
め
適
正
な
認
定
審
査
業
務
、
介
護

保
険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る

た
め
の
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
介
護

給
付
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

２
施
設
を
は
じ
め
、
新
規
施
設
の
開

設
を
支
援
す
る
ほ
か
、
第
８
期
越
谷

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
基
礎

調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
に
つ
い

て
は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行

う
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
相
談

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
よ

り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
医

療
費
の
適
正
化
及
び
収
納
率
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
疾

病
予
防
を
図
る
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
、
第
２
期
越
谷
市
国
民
健
康
保
険

保
健
事
業
実
施
計
画
・
第
３
期
越
谷

市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
を
推
進
す
る
な
ど
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
安
全
か
つ
快
適
で
、
利
便
性
に
満

ち
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
越
谷
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
都
市
施
設
の
計
画
的
な
整
備
や

活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
等
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
中
心
核
で
あ
る
南
越
谷
駅
・

新
越
谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
及
び
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
南
越
谷

駅
・
新
越
谷
駅
地
域
に
ぎ
わ
い
創
出

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
東
越
谷
地
区
及
び
七
左
第
一
地

区
の
換
地
処
分
に
伴
う
清
算
を
進
め

る
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の
さ
ら

な
る
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

景
観
計
画
、
越
谷
市
景
観
条
例
及
び

越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
適
切
な

運
用
を
図
り
、
市
民
に
よ
る
こ
し
が

や
景
観
資
源
の
登
録
な
ど
、
越
谷
ら

し
い
景
観
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
・

生
活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め

る
ほ
か
、
道
路
交
通
の
安
全
性
向
上

の
た
め
ゾ
ー
ン
３０
の
継
続
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
輸
送
道

路
に
つ
い
て
は
、
道
路
陥
没
な
ど
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
路

面
下
空
洞
調
査
を
引
き
続
き
実
施

し
、
道
路
環
境
の
良
好
な
保
全
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
都
市

計
画
道
路
越
谷
吉
川
線
及
び
川
柳
大

成
町
線
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
人
と
人

の
交
流
を
生
み
出
す
拠
点
、
企
業
・

創
業
支
援
な
ど
新
た
な
魅
力
を
創
出

す
る
拠
点
、
災
害
時
に
お
け
る
首
都

圏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
有
し
た

広
域
防
災
拠
点
な
ど
、
多
面
的
要
素

を
含
む
複
合
施
設
と
し
て
の
可
能
性

を
見
据
え
な
が
ら
、
整
備
に
向
け
た

検
討
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計

画
的
な
修
繕
・
補
修
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
震
時
に
通
行
を
確
保
す
べ

き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か
る
橋

梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ

き
、
市
民
・
公
共
交
通
事
業
者
・
市

の
役
割
分
担
や
連
携
に
よ
り
、
利
便

性
が
高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
北
越
谷
駅
及
び

新
越
谷
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
に
対

し
、
国
・
県
と
連
携
し
鉄
道
事
業
者

へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北

部
地
域
の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公

園
の
拡
張
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
に
身
近
な
公
園
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ

い
て
は
、
綾
瀬
川
緑
道
の
整
備
の
ほ

か
、
「
川
の
国
埼
玉　

は
つ
ら
つ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と
連

携
し
て
元
荒
川
、
新
方
川
の
緑
道
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
公
園

等
の
維
持
管
理
を
進
め
る
た
め
、
自

治
会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
を
図

り
、
公
園
維
持
管
理
団
体
の
増
加
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
内
水
排
除

の
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
都
市

下
水
路
や
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な

ど
の
幹
線
排
水
路
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
施
設
の
計
画
的
な
長
寿
命
化
及
び

耐
震
化
を
進
め
、
効
率
的
な
維
持
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
経
営
健
全
化
を
図
る

た
め
、
平
成
３２
年
（
２
０
２
０
年
）

４
月
の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
築
物
の
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て

は
、
既
存
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し

耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
県
指
定

の
緊
急
輸
送
道
路
閉
塞
建
築
物
の
所

有
者
に
対
し
耐
震
診
断
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に

強
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
連
で
平
成
２７
年
（
２
０
１
５

年
）
に
採
択
さ
れ
た
、
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

に
お
い
て
、
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
世
界

全
体
の
経
済
、
社
会
、
環
境
の
三
側

面
に
お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
を
統

合
的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お

い
て
は
、
環
境
施
策
の
基
本
計
画
で

あ
る
越
谷
市
環
境
管
理
計
画
の
改
定

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
気
候
変
動
対
策
な

ど
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
目
標
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
大
気
汚
染
自
動
測
定
局

の
改
修
に
よ
る
大
気
や
水
質
等
の
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
充
実
や
、
外
来

生
物
・
有
害
鳥
獣
対
策
等
に
よ
り
、

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
を
構
成
す
る
他
の

市
町
と
連
携
し
、
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
る
食
品
や
食
べ
残
し
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
削
減

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
家
庭
や
職

場
な
ど
で
余
っ
た
食
品
を
持
ち
寄
る

仕
組
み
で
あ
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事

業
等
の
実
施
に
よ
り
市
民
へ
の
啓
発

を
進
め
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
ご
み

の
減
量
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
雑
紙
な
ど
の
古
紙
分
別

徹
底
の
周
知
や
、
使
用
済
小
型
家
電

の
回
収
を
促
進
す
る
な
ど
、
ご
み
の

資
源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
現
在
の
越
谷
市
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
の

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
収
集
体
制

の
検
討
な
ど
を
取
り
入
れ
た
、
次
期

計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
固
定
系

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
た
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
自
助
」
「
共
助
」
「
公

助
」
を
柱
と
し
た
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備

や
人
材
の
育
成
強
化
、
避
難
行
動
要

支
援
者
対
策
の
充
実
等
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
地

域
住
民
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
空
家
の

利
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
商
法
な
ど
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、
消
費

生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
増
加

傾
向
に
あ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の

被
害
防
止
に
向
け
効
果
的
な
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い
、

消
費
者
の
自
立
と
実
践
的
な
能
力
を

育
む
た
め
、
若
年
者
に
向
け
た
啓
発

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
を
使
用
す

る
す
べ
て
の
飲
食
店
に
対
し
、
消
火

器
設
置
に
係
る
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
予
防
査
察
に
よ
り
法
令
違
反

の
是
正
を
促
進
す
る
な
ど
、
防
火
管

理
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
市
域
に
お
け
る
消
防
の

任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
は
し
ご
付

消
防
自
動
車
な
ど
の
消
防
車
両
や
資

機
材
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

機
能
を
十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

訓
練
な
ど
を
通
し
て
消
防
職
員
の
知

識
、
技
能
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
公
共

施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

設
置
し
た
２４
時
間
使
用
可
能
な
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
市

民
へ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

応
急
手
当
の
さ
ら
な
る
普
及
・
啓
発

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
器

具
置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
団
員
の

装
備
の
充
実
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
発
足
し
た
学

生
機
能
別
団
員
に
対
し
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営
の

補
助
活
動
に
必
要
な
教
育
訓
練
を
実

施
す
る
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

世
界
的
な
政
治
経
済
の
状
況
や
第

４
次
産
業
革
命
の
進
展
に
よ
る
産
業

構
造
の
変
化
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
絶
え
間
な
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、

地
域
経
済
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く

持
続
的
に
発
展
し
続
け
る
た
め
に
、

稼
ぐ
力
の
強
化
や
中
小
企
業
者
の
労

働
生
産
性
の
向
上
な
ど
、
安
定
し
た

雇
用
と
新
た
な
経
済
価
値
を
も
た
ら

す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
越
谷
商

工
会
議
所
や
金
融
機
関
等
と
連
携

し
、
経
営
・
創
業
相
談
の
充
実
に
努

め
る
ほ
か
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
や
県
等
と
協
力
し
た

海
外
展
開
支
援
や
、
制
度
融
資
に
係

る
利
子
助
成
の
実
施
、
こ
し
が
や
産

業
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
等
に
よ
り
、
既

存
産
業
の
活
性
化
と
新
た
な
産
業
の

育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店

会
に
よ
る
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
、
空
き
店

舗
の
見
学
会
や
補
助
金
を
活
用
し
た

空
き
店
舗
対
策
事
業
に
よ
り
、
に
ぎ

わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
観
光
協
会
及
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
花
火
大
会

や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
大
相
模
調
節
池
の
水
辺
を
活

用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の

魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、
こ
し
が
や

愛
さ
れ
グ
ル
メ
発
信
事
業
を
実
施

し
、
食
を
中
心
と
し
た
魅
力
の
掘
り

起
こ
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都

市
イ
メ
ー
ジ
向
上
事
業
を
推
進
し
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
及
び
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
視
覚
的
・
直
感
的
な
表
現
を
強

み
と
し
、
若
い
世
代
を
中
心
に
普
及

し
て
い
る
写
真
共
有
ア
プ
リ
「
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
」
や
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
著
名
人
・
団
体
を
委
嘱
し
た

「
こ
し
が
や
の
未
来
を
創
る
魅
力
宣

伝
大
使
」
の
協
力
の
も
と
、
地
域
の

誇
り
や
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
会
等
の
開
催
を
通
じ
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
や
事

業
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
に
取
り
組

む
ほ
か
、
荻
島
地
区
の
産
業
団
地
整

備
に
向
け
て
県
企
業
局
と
の
連
携
を

一
層
深
め
な
が
ら
、
着
実
か
つ
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
事
業
化
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
首
都
近

郊
に
位
置
し
、
周
囲
に
大
勢
の
消
費

者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優
位
性

を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進

し
、
戦
略
的
な
農
業
施
策
を
展
開
す

る
た
め
、
第
３
次
越
谷
市
都
市
農
業

推
進
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
場
農

産
物
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
等

を
通
じ
て
、
越
谷
産
農
産
物
の
魅
力

を
発
信
し
、
消
費
者
の
地
場
農
産
物

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
地
場
農
産

物
の
消
費
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施
設
園

芸
や
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の

生
産
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
集
客
が
あ

る
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン
に
お
け
る
第

二
工
区
の
整
備
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
３０
年

度
か
ら
開
始
し
た
メ
ロ
ン
の
試
験
栽

培
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
デ
ー
タ

の
収
集
と
分
析
、
課
題
の
整
理
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ

る
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
水

田
の
区
画
拡
大
を
図
る
な
ど
、
よ
り

効
率
的
で
生
産
性
の
高
い
農
業
生
産

基
盤
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生

産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者

を
は
じ
め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
効
果
的
か
つ
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
川
の
国
埼
玉 

は
つ
ら
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と

連
携
し
て
出
羽
堀
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
の
育
成
支
援

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
伝
統
的
農
産

物
で
あ
る
「
ね
ぎ
」
や
「
く
わ
い
」

を
生
産
す
る
担
い
手
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
新
規
就
農
者
や
生
産
規
模

の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
意
欲
的
に
農

業
経
営
を
進
め
る
農
業
者
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
専

門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

配
置
し
て
行
う
就
職
相
談
や
各
種
相

談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷

や
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業

等
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
、
雇
用

支
援
対
策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教

育
会
議
な
ど
を
通
じ
て
教
育
委
員
会

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
第
２
期
越

谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
へ
の
週
２
日
配
置
を
目
指
し
、
学

校
司
書
を
段
階
的
に
増
員
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

は
、
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
踏
ま
え
た
生
徒
指
導
や
教
育
相
談

の
充
実
に
努
め
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
小
学
校
入
学
前
に
必

要
と
な
る
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

な
ど
、
就
学
費
用
の
一
部
を
援
助
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
特

別
支
援
学
級
の
早
期
全
校
設
置
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員

と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設

改
修
や
川
柳
小
学
校
校
舎
の
増
築
工

事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
の
通
学
路
に
お
い
て
人
通
り

の
少
な
い
場
所
な
ど
を
中
心
に
防
犯

用
カ
メ
ラ
を
新
た
に
設
置
し
、
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
時
の
安
全
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
の
協
働
や
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
各
種
大
会
、
講
座
等
を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ポ
ル
ト
ガ
ル
卓
球
チ

ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ

に
際
し
て
必
要
と
な
る
練
習
環
境
の

整
備
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
市
立
第
１
・
第
２
体

育
館
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
に
向

け
、
新
た
な
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

と
な
る
施
設
整
備
の
基
本
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
耐
震
補
強
の

工
法
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
第
４
次
越
谷

市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
少
子

高
齢
化
や
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
越
谷
市
総

合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
第
４

次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
次
期
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

私
は
、
引
き
続
き
「
安
心
度
埼
玉

№
１
の
越
谷
」
「
市
民
が
誇
れ
る
越

谷
」
「
い
き
い
き
活
性
化
す
る
越

谷
」
の
３
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
、
「
行
政
は
市
民
の
た

め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と
共
有

し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４

次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
い

た
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
の
そ
の
先
の
時
代
に

向
か
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り

一
層
本
市
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
「
越
谷
市
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指

導
、
そ
し
て
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
綱
４
「
人
や
環
境
に
や
さ
し
く

安
全
・
安
心
な
生
活
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て

大
綱
６
「
い
き
い
き
と
だ
れ
も
が

学
べ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

大
綱
５
「
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
育
む
持
続
的
で
躍
動
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て

フードドライブ事業の回収ボックス

はしご付消防自動車

越谷花火大会

試験栽培を行っているメロン

くわい農家で研修を行う実習生（右）

ざ
つ
が
み
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平
成
３１
年
（
２
０
１
９
年
）
３
月

定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申
し
上
げ
ま

し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は

ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事

業
を
執
行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と

す
る
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す

が
、
市
長
と
し
て
の
施
政
方
針
を
申

し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
制
施
行
６０
周
年
を
迎

え
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ

り
、
様
々
な
記
念
事
業
を
展
開
し
、

平
成
３０
年
（
２
０
１
８
年
）
１１
月
３

日
に
は
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
先
人
の

皆
さ
ま
の
「
ふ
る
さ
と
越
谷
」
を
思

う
熱
意
と
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
る

と
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興

計
画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
所
信
表
明
事
項
に
掲
げ
る
施

策
の
推
進
を
図
り
、
「
水
と
緑
と
太

陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え

る
安
全
・
安
心
・
快
適
都
市
」
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
雇

用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
海
外
経
済
の
不
確
実

性
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響

等
に
は
引
き
続
き
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成

３１
年
度
一
般
会
計
の
政
府
予
算
案

は
、
対
前
年
度
比
３
・
８
％
増
の
１

０
１
兆
４
５
７
１
億
円
、
そ
の
う
ち

政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、

対
前
年
度
比
５
・
２
％
増
の
６１
兆
９

６
３
９
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
税
及
び

固
定
資
産
税
な
ど
で
若
干
の
増
収
が

見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
昨
今
の
社
会

経
済
状
況
か
ら
考
え
ま
す
と
、
歳
入

の
確
保
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
３１
年
度

の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

自
主
財
源
は
も
と
よ
り
国
県
支
出
金

な
ど
の
依
存
財
源
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意

識
を
重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
も
と
、

平
成
３１
年
度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予

算
は
、
対
前
年
度
比
７
・
４
％
増
の

９
８
３
億
円
、
さ
ら
に
各
特
別
会
計

と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会

計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比

４
・
６
％
増
の
１
７
６
１
億
７
７
０

０
万
円
で
編
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
第
４
次
越
谷
市
総
合

振
興
計
画
の
大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要

な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
市
民
が
主
役
の
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例

施
行
１０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

条
例
や
そ
の
理
念
の
さ
ら
な
る
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視

し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映

す
る
た
め
、
引
き
続
き
「
ふ
れ
あ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
の
健
全
な
育
成
を
図
る
ほ
か
、

自
治
会
加
入
促
進
の
た
め
自
治
会
振

興
交
付
金
の
拡
充
を
図
り
、
自
治
会

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
、
市
民
活
動
団
体
を

は
じ
め
、
地
域
活
動
団
体
、
企
業
、

大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
各

種
事
業
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
な
る
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に

つ
い
て
は
、
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
の

魅
力
あ
る
施
設
整
備
に
向
け
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
踏
ま
え
た
基

本
・
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
す
べ
て

の
市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で

平
等
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人
権

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
様
々
な
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第

３
次
越
谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に

基
づ
き
、
男
女
が
「
み
と
め
合
い
、

さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら
し
さ
を
活
か

せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
平
成
３０
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
四
期
実
施

計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
・
Ｄ
Ｖ
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
中
心
に
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者

支
援
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
（
仮

称
）
越
谷
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ

ン
の
策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
年
、
姉
妹
都
市
提
携
３５
周
年
を
迎

え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ

ル
タ
ウ
ン
市
と
の
国
際
交
流
等
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
評
価
や
行
政
改
革
、
業
務
改

善
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
一
層
推

進
し
て
い
く
ほ
か
、
包
括
外
部
監
査

の
活
用
と
と
も
に
、
限
り
あ
る
財
源

や
人
員
体
制
の
中
で
増
大
・
多
様
化

す
る
行
政
需
要
に
的
確
か
つ
適
正
に

対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
情
報
化
推
進
計
画
・
第
５
次
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
全
体
最
適
化
と
内
部
事
務

の
効
率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
制
度
や
法
改
正
へ
の

円
滑
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し

た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
や
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
本
庁

舎
の
建
設
工
事
に
着
手
し
、
市
民
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
親

し
み
の
あ
る
新
庁
舎
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

将
来
の
あ
り
方
を
定
め
る
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
安
全
・
安
心

な
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た

り
、
す
こ
や
か
に
、
い
き
い
き
と
、

人
間
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福
祉

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
活
動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
で
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

健
康
危
機
に
備
え
、
保
健
所
機
能
を

有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
医
療

関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
医
療
体
制

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
不
足
す
る
市
内
医
療
機
関
の
看

護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続

き
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
夜
間
急

患
診
療
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、

東
部
南
地
区
第
二
次
救
急
医
療
圏
内

の
他
の
５
市
１
町
と
連
携
・
協
力

し
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
維
持
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
や
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
連
携
の
強
化
な
ど
地
域
保
健
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
た
め
、
新
保

健
セ
ン
タ
ー
の
平
成
３２
年
（
２
０
２

０
年
）
４
月
の
開
所
に
向
け
て
、
引

き
続
き
建
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
医

療
構
想
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
医
療

資
源
を
効
率
的
に
活
用
し
、
引
き
続

き
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
持
続
的
か

つ
安
定
的
に
医
療
を
提
供
す
る
地
域

の
基
幹
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た

施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
３０
年
度
に
中
間
見
直
し
を

実
施
し
た
第
２
次
越
谷
市
健
康
づ
く

り
行
動
計
画
・
食
育
推
進
計
画
「
い

き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ
き
、
市

民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
各
種
が
ん
検
診
を
引
き
続

き
実
施
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
家

庭
訪
問
、
妊
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康

診
査
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
引
き
続
き
相
談
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
及
び
重
症

化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

保
健
所
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の

発
生
予
防
や
感
染
症
発
生
時
の
感
染

拡
大
防
止
を
図
る
ほ
か
、
食
中
毒
な

ど
の
予
防
啓
発
、
動
物
の
愛
護
と
適

正
飼
育
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
越
谷
市
い
の
ち
支
え
る

自
殺
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
い
た
自

殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成

３２
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
期
間
と

な
る
第
２
期
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相

模
保
育
所
の
建
て
替
え
に
向
け
、
実

施
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向

け
、
小
規
模
保
育
事
業
所
の
開
設
等

を
支
援
し
、
定
員
の
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
平
成
３１
年
（
２
０
１

９
年
）
４
月
か
ら
は
、
本
市
独
自
の

こ
し
が
や
「
プ
ラ
ス
保
育
」
幼
稚
園

事
業
を
開
始
し
、
３
歳
以
降
の
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
大
沢

学
童
保
育
室
の
２
室
化
整
備
を
行
う

な
ど
、
待
機
児
童
の
解
消
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
保
育
環
境
の
充
実
を

図
り
、
保
護
者
の
就
労
支
援
と
放
課

後
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介

護
給
付
や
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に

行
い
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家

族
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
就
学
前
の
子
ど
も

に
対
し
、
能
力
や
健
康
状
態
に
応
じ

た
療
育
及
び
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介

護
給
付
費
及
び
訓
練
等
給
付
費
等
の

支
給
を
行
う
ほ
か
、
地
域
生
活
支
援

事
業
や
就
労
支
援
事
業
及
び
地
域
適

応
支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
で
最
も
身
近
な

相
談
場
所
と
な
る
よ
う
、
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
関
係
団
体

と
連
携
し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

と
介
護
の
連
携
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
認
知
症
施
策
な
ど
の
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
健
康
づ
く
り
や
多
様
な
交
流
機

会
を
提
供
す
る
な
ど
、
生
き
が
い
対

策
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
要
支
援

１
・
２
の
方
を
対
象
と
し
た
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

民
自
ら
が
実
施
す
る
介
護
予
防
活
動

へ
の
支
援
や
、
地
域
の
様
々
な
団
体

に
よ
る
生
活
支
援
の
提
供
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
増

加
す
る
要
介
護
認
定
者
に
対
応
す
る

た
め
適
正
な
認
定
審
査
業
務
、
介
護

保
険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る

た
め
の
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
介
護

給
付
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

２
施
設
を
は
じ
め
、
新
規
施
設
の
開

設
を
支
援
す
る
ほ
か
、
第
８
期
越
谷

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
基
礎

調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
に
つ
い

て
は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行

う
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
相
談

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
よ

り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
医

療
費
の
適
正
化
及
び
収
納
率
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
疾

病
予
防
を
図
る
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
、
第
２
期
越
谷
市
国
民
健
康
保
険

保
健
事
業
実
施
計
画
・
第
３
期
越
谷

市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
予
防
を
推
進
す
る
な
ど
、

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
安
全
か
つ
快
適
で
、
利
便
性
に
満

ち
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
越
谷
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
都
市
施
設
の
計
画
的
な
整
備
や

活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
等
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
中
心
核
で
あ
る
南
越
谷
駅
・

新
越
谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
及
び
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
南
越
谷

駅
・
新
越
谷
駅
地
域
に
ぎ
わ
い
創
出

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
東
越
谷
地
区
及
び
七
左
第
一
地

区
の
換
地
処
分
に
伴
う
清
算
を
進
め

る
と
と
も
に
、
西
大
袋
地
区
の
さ
ら

な
る
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

景
観
計
画
、
越
谷
市
景
観
条
例
及
び

越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
適
切
な

運
用
を
図
り
、
市
民
に
よ
る
こ
し
が

や
景
観
資
源
の
登
録
な
ど
、
越
谷
ら

し
い
景
観
の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
・

生
活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め

る
ほ
か
、
道
路
交
通
の
安
全
性
向
上

の
た
め
ゾ
ー
ン
３０
の
継
続
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
輸
送
道

路
に
つ
い
て
は
、
道
路
陥
没
な
ど
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
路

面
下
空
洞
調
査
を
引
き
続
き
実
施

し
、
道
路
環
境
の
良
好
な
保
全
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
都
市

計
画
道
路
越
谷
吉
川
線
及
び
川
柳
大

成
町
線
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
人
と
人

の
交
流
を
生
み
出
す
拠
点
、
企
業
・

創
業
支
援
な
ど
新
た
な
魅
力
を
創
出

す
る
拠
点
、
災
害
時
に
お
け
る
首
都

圏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
有
し
た

広
域
防
災
拠
点
な
ど
、
多
面
的
要
素

を
含
む
複
合
施
設
と
し
て
の
可
能
性

を
見
据
え
な
が
ら
、
整
備
に
向
け
た

検
討
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計

画
的
な
修
繕
・
補
修
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
震
時
に
通
行
を
確
保
す
べ

き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か
る
橋

梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ

き
、
市
民
・
公
共
交
通
事
業
者
・
市

の
役
割
分
担
や
連
携
に
よ
り
、
利
便

性
が
高
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
北
越
谷
駅
及
び

新
越
谷
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
に
対

し
、
国
・
県
と
連
携
し
鉄
道
事
業
者

へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北

部
地
域
の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公

園
の
拡
張
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
に
身
近
な
公
園
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ

い
て
は
、
綾
瀬
川
緑
道
の
整
備
の
ほ

か
、
「
川
の
国
埼
玉　

は
つ
ら
つ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と
連

携
し
て
元
荒
川
、
新
方
川
の
緑
道
整

備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
公
園

等
の
維
持
管
理
を
進
め
る
た
め
、
自

治
会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
を
図

り
、
公
園
維
持
管
理
団
体
の
増
加
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
内
水
排
除

の
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
都
市

下
水
路
や
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な

ど
の
幹
線
排
水
路
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
施
設
の
計
画
的
な
長
寿
命
化
及
び

耐
震
化
を
進
め
、
効
率
的
な
維
持
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
経
営
健
全
化
を
図
る

た
め
、
平
成
３２
年
（
２
０
２
０
年
）

４
月
の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
築
物
の
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て

は
、
既
存
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し

耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
県
指
定

の
緊
急
輸
送
道
路
閉
塞
建
築
物
の
所

有
者
に
対
し
耐
震
診
断
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に

強
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
連
で
平
成
２７
年
（
２
０
１
５

年
）
に
採
択
さ
れ
た
、
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

に
お
い
て
、
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
世
界

全
体
の
経
済
、
社
会
、
環
境
の
三
側

面
に
お
け
る
持
続
可
能
な
開
発
を
統

合
的
な
取
り
組
み
と
し
て
推
進
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お

い
て
は
、
環
境
施
策
の
基
本
計
画
で

あ
る
越
谷
市
環
境
管
理
計
画
の
改
定

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
気
候
変
動
対
策
な

ど
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
目
標
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
大
気
汚
染
自
動
測
定
局

の
改
修
に
よ
る
大
気
や
水
質
等
の
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
充
実
や
、
外
来

生
物
・
有
害
鳥
獣
対
策
等
に
よ
り
、

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
を
構
成
す
る
他
の

市
町
と
連
携
し
、
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
る
食
品
や
食
べ
残
し
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
削
減

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
家
庭
や
職

場
な
ど
で
余
っ
た
食
品
を
持
ち
寄
る

仕
組
み
で
あ
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事

業
等
の
実
施
に
よ
り
市
民
へ
の
啓
発

を
進
め
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
ご
み

の
減
量
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
雑
紙
な
ど
の
古
紙
分
別

徹
底
の
周
知
や
、
使
用
済
小
型
家
電

の
回
収
を
促
進
す
る
な
ど
、
ご
み
の

資
源
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
現
在
の
越
谷
市
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
の

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
収
集
体
制

の
検
討
な
ど
を
取
り
入
れ
た
、
次
期

計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
固
定
系

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
た
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
自
助
」
「
共
助
」
「
公

助
」
を
柱
と
し
た
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
整
備

や
人
材
の
育
成
強
化
、
避
難
行
動
要

支
援
者
対
策
の
充
実
等
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
地

域
住
民
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
空
家
の

利
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
商
法
な
ど
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、
消
費

生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
増
加

傾
向
に
あ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の

被
害
防
止
に
向
け
効
果
的
な
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い
、

消
費
者
の
自
立
と
実
践
的
な
能
力
を

育
む
た
め
、
若
年
者
に
向
け
た
啓
発

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
を
使
用
す

る
す
べ
て
の
飲
食
店
に
対
し
、
消
火

器
設
置
に
係
る
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
予
防
査
察
に
よ
り
法
令
違
反

の
是
正
を
促
進
す
る
な
ど
、
防
火
管

理
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
市
域
に
お
け
る
消
防
の

任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
は
し
ご
付

消
防
自
動
車
な
ど
の
消
防
車
両
や
資

機
材
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

機
能
を
十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

訓
練
な
ど
を
通
し
て
消
防
職
員
の
知

識
、
技
能
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
公
共

施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

設
置
し
た
２４
時
間
使
用
可
能
な
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
市

民
へ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

応
急
手
当
の
さ
ら
な
る
普
及
・
啓
発

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
器

具
置
場
の
建
て
替
え
や
消
防
団
員
の

装
備
の
充
実
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
発
足
し
た
学

生
機
能
別
団
員
に
対
し
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営
の

補
助
活
動
に
必
要
な
教
育
訓
練
を
実

施
す
る
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

世
界
的
な
政
治
経
済
の
状
況
や
第

４
次
産
業
革
命
の
進
展
に
よ
る
産
業

構
造
の
変
化
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
絶
え
間
な
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、

地
域
経
済
が
活
力
を
失
う
こ
と
な
く

持
続
的
に
発
展
し
続
け
る
た
め
に
、

稼
ぐ
力
の
強
化
や
中
小
企
業
者
の
労

働
生
産
性
の
向
上
な
ど
、
安
定
し
た

雇
用
と
新
た
な
経
済
価
値
を
も
た
ら

す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
越
谷
商

工
会
議
所
や
金
融
機
関
等
と
連
携

し
、
経
営
・
創
業
相
談
の
充
実
に
努

め
る
ほ
か
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
や
県
等
と
協
力
し
た

海
外
展
開
支
援
や
、
制
度
融
資
に
係

る
利
子
助
成
の
実
施
、
こ
し
が
や
産

業
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
等
に
よ
り
、
既

存
産
業
の
活
性
化
と
新
た
な
産
業
の

育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店

会
に
よ
る
商
店
街
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
、
空
き
店

舗
の
見
学
会
や
補
助
金
を
活
用
し
た

空
き
店
舗
対
策
事
業
に
よ
り
、
に
ぎ

わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
観
光
協
会
及
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
花
火
大
会

や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
大
相
模
調
節
池
の
水
辺
を
活

用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の

魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、
こ
し
が
や

愛
さ
れ
グ
ル
メ
発
信
事
業
を
実
施

し
、
食
を
中
心
と
し
た
魅
力
の
掘
り

起
こ
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都

市
イ
メ
ー
ジ
向
上
事
業
を
推
進
し
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
及
び
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
視
覚
的
・
直
感
的
な
表
現
を
強

み
と
し
、
若
い
世
代
を
中
心
に
普
及

し
て
い
る
写
真
共
有
ア
プ
リ
「
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
」
や
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
著
名
人
・
団
体
を
委
嘱
し
た

「
こ
し
が
や
の
未
来
を
創
る
魅
力
宣

伝
大
使
」
の
協
力
の
も
と
、
地
域
の

誇
り
や
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
会
等
の
開
催
を
通
じ
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
や
事

業
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
に
取
り
組

む
ほ
か
、
荻
島
地
区
の
産
業
団
地
整

備
に
向
け
て
県
企
業
局
と
の
連
携
を

一
層
深
め
な
が
ら
、
着
実
か
つ
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
事
業
化
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
首
都
近

郊
に
位
置
し
、
周
囲
に
大
勢
の
消
費

者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優
位
性

を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進

し
、
戦
略
的
な
農
業
施
策
を
展
開
す

る
た
め
、
第
３
次
越
谷
市
都
市
農
業

推
進
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
場
農

産
物
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
等

を
通
じ
て
、
越
谷
産
農
産
物
の
魅
力

を
発
信
し
、
消
費
者
の
地
場
農
産
物

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
地
場
農
産

物
の
消
費
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
安
定
生
産
が
見
込
め
る
施
設
園

芸
や
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
産
物
の

生
産
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
集
客
が
あ

る
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン
に
お
け
る
第

二
工
区
の
整
備
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
３０
年

度
か
ら
開
始
し
た
メ
ロ
ン
の
試
験
栽

培
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
デ
ー
タ

の
収
集
と
分
析
、
課
題
の
整
理
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ

る
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
水

田
の
区
画
拡
大
を
図
る
な
ど
、
よ
り

効
率
的
で
生
産
性
の
高
い
農
業
生
産

基
盤
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生

産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者

を
は
じ
め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
効
果
的
か
つ
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
川
の
国
埼
玉 

は
つ
ら
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と

連
携
し
て
出
羽
堀
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
の
育
成
支
援

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
伝
統
的
農
産

物
で
あ
る
「
ね
ぎ
」
や
「
く
わ
い
」

を
生
産
す
る
担
い
手
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
新
規
就
農
者
や
生
産
規
模

の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
意
欲
的
に
農

業
経
営
を
進
め
る
農
業
者
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
専

門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

配
置
し
て
行
う
就
職
相
談
や
各
種
相

談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷

や
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
事
業

等
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
、
雇
用

支
援
対
策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教

育
会
議
な
ど
を
通
じ
て
教
育
委
員
会

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
第
２
期
越

谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
へ
の
週
２
日
配
置
を
目
指
し
、
学

校
司
書
を
段
階
的
に
増
員
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

は
、
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
踏
ま
え
た
生
徒
指
導
や
教
育
相
談

の
充
実
に
努
め
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
小
学
校
入
学
前
に
必

要
と
な
る
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

な
ど
、
就
学
費
用
の
一
部
を
援
助
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
特

別
支
援
学
級
の
早
期
全
校
設
置
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員

と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設

改
修
や
川
柳
小
学
校
校
舎
の
増
築
工

事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
の
通
学
路
に
お
い
て
人
通
り

の
少
な
い
場
所
な
ど
を
中
心
に
防
犯

用
カ
メ
ラ
を
新
た
に
設
置
し
、
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
時
の
安
全
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
の
協
働
や
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
各
種
大
会
、
講
座
等
を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ポ
ル
ト
ガ
ル
卓
球
チ

ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ

に
際
し
て
必
要
と
な
る
練
習
環
境
の

整
備
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
市
立
第
１
・
第
２
体

育
館
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
に
向

け
、
新
た
な
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

と
な
る
施
設
整
備
の
基
本
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
耐
震
補
強
の

工
法
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
第
４
次
越
谷

市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
少
子

高
齢
化
や
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
越
谷
市
総

合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
第
４

次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
次
期
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

私
は
、
引
き
続
き
「
安
心
度
埼
玉

№
１
の
越
谷
」
「
市
民
が
誇
れ
る
越

谷
」
「
い
き
い
き
活
性
化
す
る
越

谷
」
の
３
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
、
「
行
政
は
市
民
の
た

め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と
共
有

し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４

次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
い

た
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
の
そ
の
先
の
時
代
に

向
か
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り

一
層
本
市
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
「
越
谷
市
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指

導
、
そ
し
て
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
と

も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
情
報
化
が
進

展
す
る
中
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
学

校
教
育
の
現
場
に
お
き
ま
し
て
も
、

学
力
の
向
上
、
規
範
意
識
の
高
揚
、

積
極
的
な
生
徒
指
導
の
推
進
、
家

庭
・
地
域
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
、

い
じ
め
・
不
登
校
へ
の
対
応
な
ど
、

粘
り
強
く
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
夢
や
希
望
、
目
標

を
も
っ
て
自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育
に
お
い

て
「
生
き
る
力
」
の
基
盤
を
育
む
と

と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
り
学
ん
だ
成

果
を
地
域
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う

な
「
循
環
型
生
涯
学
習
社
会
」
を
実

現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
越
谷
市
の

教
育
大
綱
で
あ
る
第
２
期
越
谷
市
教

育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
創
意
工
夫

を
重
ね
な
が
ら
、
教
育
施
策
を
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
第
２
期
越
谷

市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標

に
沿
っ
て
主
要
な
施
策
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策

で
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
の

向
上
や
情
報
活
用
能
力
の
育
成
の
た

め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し

た
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
魅
力
あ
る

授
業
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
の
課
題
に
あ
わ
せ
た

学
習
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
自
学
自

習
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と
活
用
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ

ル
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

機
器
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
正
し
く
有
効

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
授
業
で
の
指

導
や
教
職
員
研
修
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
の
読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る

た
め
、
各
学
校
週
２
日
配
置
を
め
ざ

し
て
学
校
司
書
を
段
階
的
に
増
員
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
資
質
向
上
や
司

書
教
諭
・
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し

た
研
修
会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
学

力
の
向
上
・
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
・
自
己
肯
定
感
の
高
揚
を
目
的
と

し
て
、
全
小
中
学
校
へ
研
究
指
定
・

研
究
委
嘱
を
行
う
と
と
も
に
、
５
年

間
の
総
括
と
次
年
度
以
降
の
新
た
な

計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
指
導
内
容
お
よ
び
指
導
方
法
に

つ
い
て
は
、
各
種
学
力
調
査
の
結
果

を
活
用
し
、
工
夫
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
１３
教
科
お
よ
び
中
学
校

１１
教
科
の
採
択
年
度
と
な
り
、
特
に

小
学
校
外
国
語
科
に
つ
い
て
は
初
め

て
の
採
択
と
な
る
こ
と
か
ら
、
採
択

事
務
の
透
明
性
を
確
保
し
、
適
正
か

つ
公
正
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育

む
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
３２
年
度

か
ら
始
ま
る
新
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
く
小
学
校
外
国
語
教
育
の
実
施
に

向
け
、
語
学
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
効
果
的
な
配
置
や
教
員
を
対
象
と

し
た
研
修
会
等
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
が
自
ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
動

し
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
「
学

校
防
災
の
日
」
に
お
け
る
全
小
中
学

校
一
斉
の
避
難
訓
練
や
引
き
渡
し
訓

練
を
実
施
す
る
な
ど
、
自
助
・
共
助

の
意
識
を
育
て
る
防
災
教
育
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
・
防
犯
教
育
に
つ
い
て

は
、
登
下
校
時
の
子
ど
も
の
安
全
確

保
に
関
す
る
国
の
「
登
下
校
防
犯
プ

ラ
ン
」
の
実
施
に
向
け
、
越
谷
警
察

署
や
学
校
、
保
護
者
、
地
域
と
の
連

携
の
も
と
、
登
下
校
時
に
お
け
る
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
非
行
問

題
行
動
の
未
然
防
止
に
向
け
、
き
め

細
か
な
生
徒
指
導
を
通
し
て
児
童
生

徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
教
員
の
指
導
力
向
上

を
目
的
と
す
る
研
修
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ

と
り
が
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
り
、
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
教
育
相
談
員
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
小
中
学

校
等
が
連
携
し
た
組
織
的
な
相
談
体

制
を
充
実
す
る
な
ど
、
学
校
生
活
に

不
安
を
抱
え
る
児
童
生
徒
お
よ
び
保

護
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
教
員
を
対

象
に
い
じ
め
予
防
の
視
点
を
重
視
し

た
出
前
研
修
会
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
が
ん
教
育
な
ど
命
の
大
切
さ
に

つ
い
て
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
授
業
を
行
う
な
ど
、
い
じ
め
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
解
消

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に

つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
ら
れ

る
よ
う
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
を

目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

健
康
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
が
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
基

礎
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

校
歯
科
医
等
の
指
導
に
よ
る
養
護
教

諭
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
学
校
保
健
活
動
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
を
通

し
て
児
童
生
徒
の
健
全
な
心
と
身
体

を
育
む
た
め
、
健
康
的
な
食
生
活
に

役
立
つ
和
の
食
材
を
使
用
し
た
献
立

を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
「
和

食
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
指
導
を
行
う

な
ど
、
児
童
生
徒
の
日
本
の
食
文
化

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
「
食
事
に
関
す
る
調

査
」
に
基
づ
き
、
家
庭
を
対
象
に

「
朝
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
食
育
講

座
を
実
施
す
る
な
ど
、
健
全
な
食
生

活
や
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
や
児
童
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
よ

り
充
実
し
た
中
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
各
学
校
が
取
り

組
ん
で
い
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

の
推
進
や
情
報
の
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
引
き
続
き
就
学
費
用

の
一
部
を
援
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
小
学
校
入
学
前
に
必
要
と
な

る
学
用
品
費
に
つ
い
て
、
入
学
前
支

給
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
高
校
・
大
学
等
の
入
学
資
金
の

調
達
が
困
難
な
保
護
者
に
入
学
準
備

金
の
貸
付
を
行
い
、
教
育
を
受
け
る

機
会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

幼
稚
園
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
質
の
高
い

幼
児
教
育
を
保
障
す
る
た
め
、
幼
稚

園
へ
の
就
園
奨
励
に
係
る
補
助
金
を

交
付
す
る
な
ど
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一

人
ひ
と
り
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
支
援
を
行
う
た
め
、
特
別
支
援
学

級
の
早
期
の
全
校
設
置
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効
果

的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
個
別
的
な
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ

る
児
童
生
徒
に
対
応
す
る
た
め
、
専

門
家
に
よ
る
発
達
支
援
訪
問
指
導

や
、
専
門
性
の
向
上
を
図
る
教
職
員

研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
快

適
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、
小

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設

改
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
通
学
区
域
内
の
児
童
数
の
急
激

な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
川
柳
小

学
校
校
舎
の
増
築
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
登
下
校

防
犯
プ
ラ
ン
」
の
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
校
の

通
学
路
へ
防
犯
用
カ
メ
ラ
を
新
た
に

設
置
す
る
と
と
も
に
、
教
育
の
質
の

向
上
や
校
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し

た
教
育
指
導
を
実
践
で
き
る
よ
う
、

研
修
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
が
い
き
い
き

と
教
育
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
在
校

時
間
の
適
正
な
管
理
や
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
な
ど
、
教
職
員

の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育

力
を
活
用
し
、
地
域
と
の
強
い
絆
で

結
ば
れ
た
学
校
づ
く
り
を
展
開
す
る

た
め
、
１０
校
に
学
校
運
営
協
議
会
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
全
小
中
学
校

設
置
へ
の
準
備
を
進
め
る
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
応
援

団
や
退
職
教
員
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
活
用
し
、
こ
ば
と
塾
に
よ
る
学

習
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策

で
す
が
、
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て

は
、
多
様
化
す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
一
人
ひ
と
り

が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
こ
し
が
や

市
民
大
学
を
企
画
・
運
営
す
る
ほ

か
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
学
級
・

講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
学
習
機
会

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
や
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
人
材

育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に

つ
い
て
は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
人
権
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会
や
講
座
等

を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
耐
震
補
強
の
工

法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
理
科
や
科
学
に
対
す
る
児
童

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
未
来

を
担
う
創
造
性
豊
か
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
学
校
や
科
学
分
野
の
専

門
機
関
と
連
携
し
た
体
験
事
業
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

開
催
日
時
や
内
容
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
子
育
て
世
代
か
ら
シ
ニ
ア
世
代

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
た
魅

力
的
な
講
座
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
多

様
化
・
高
度
化
・
専
門
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
一
人
ひ
と
り
の
知
る
権

利
を
保
障
す
る
た
め
、
や
さ
し
い
表

現
方
法
で
作
ら
れ
た
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
の

収
集
や
北
部
図
書
室
に
お
け
る
児
童

書
の
整
備
な
ど
、
図
書
館
機
能
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

図
書
館
寄
席
や
子
ど
も
向
け
古
典
講

座
を
開
催
し
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を

通
し
て
市
民
文
化
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
中
学
生
に
よ
る
同
世
代
へ

の
「
お
す
す
め
本
」
紹
介
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
が

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る

機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
越
谷
市

美
術
展
覧
会
に
お
い
て
第
２０
回
を
記

念
し
た
特
別
賞
の
表
彰
を
行
う
な

ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て

は
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、

地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
育
む

た
め
、
第
３０
回
を
迎
え
る
こ
し
が
や

薪
能
に
お
い
て
記
念
の
写
真
展
示
を

企
画
す
る
と
と
も
に
、
１
回
限
り
の

体
験
型
で
行
っ
て
い
た
能
楽
養
成
事

業
を
１０
回
連
続
の
コ
ー
ス
制
に
拡
充

す
る
な
ど
、
鑑
賞
と
体
験
の
機
会
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
文

化
的
遺
産
と
し
て
後
世
に
継
承
す
る

た
め
、
引
き
続
き
大
道
遺
跡
の
発
掘

調
査
を
行
い
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

に
努
め
る
と
と
も
に
、
中
学
生
を
対

象
に
発
掘
調
査
体
験
の
機
会
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大
間
野

町
旧
中
村
家
住
宅
お
よ
び
旧
東
方
村

中
村
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、
郷
土
の

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
昔
の
く
ら
し
を
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
郷
土

に
関
す
る
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な

施
策
で
す
が
、
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
づ
く
り
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
日

頃
運
動
す
る
機
会
の
少
な
い
市
民
が

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ら
れ
る
契

機
と
な
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
実
施
や
定
期
的
な
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

多
様
な
機
会
を
活
用
し
た
参
加
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ポ
ル
ト
ガ
ル
卓
球

チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
入
れ

や
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
越
谷
ア

ル
フ
ァ
ー
ズ
お
よ
び
卓
球
の
Ｔ
・
Ｔ

彩
た
ま
の
主
催
試
合
を
誘
致
す
る
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
機
会
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て

は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ

ー
バ
ン
ク
制
度
の
周
知
に
努
め
、
人

材
の
養
成
や
登
録
者
数
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
各
種
大
会
や
ス
ポ
ー

ツ
教
室
等
に
お
け
る
登
録
者
の
活
用

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心

し
て
快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し
め
る
よ
う
、

施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
や
計
画
的

な
改
修
を
行
う
な
ど
、
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

化
し
た
市
立
第
１
・
第
２
体
育
館
の

建
替
え
に
向
け
、
新
た
な
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
の
基

本
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
３１
年
度
の
主
要
な
教

育
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
平
成
３０
年
（
２
０
１
８
年
）
６

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
の
第
３
期

教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、

多
様
な
背
景
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
教
育
機
会
の
提

供
を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
だ
れ
も
が

と
も
に
学
べ
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、

学
習
的
な
困
難
を
抱
え
る
児
童
生
徒

お
よ
び
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
適
切

な
支
援
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
よ

る
教
育
機
会
の
確
保
な
ど
、
学
習
環

境
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
の
能
力
や
可
能
性
を

最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育

機
会
を
提
供
す
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
実

現
に
向
け
、
第
２
期
越
谷
市
教
育
振

興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
本
年
１
月
１
日
か
ら
新

し
い
教
育
委
員
会
制
度
に
完
全
移
行

し
、
今
後
一
層
の
活
性
化
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
ま
ち
づ
く

り
は
人
づ
く
り
」
と
い
う
認
識
の
も

と
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適
正

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
行
政
方
針
（
全
文
）

基
本
目
標
１
「
生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
を
進
め
る
」
に
つ
い
て

ポルトガル卓球連盟との調印式

ＩＣＴを活用した授業

登下校時の見守り活動

食育講座
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調
達
が
困
難
な
保
護
者
に
入
学
準
備

金
の
貸
付
を
行
い
、
教
育
を
受
け
る

機
会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

幼
稚
園
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
質
の
高
い

幼
児
教
育
を
保
障
す
る
た
め
、
幼
稚

園
へ
の
就
園
奨
励
に
係
る
補
助
金
を

交
付
す
る
な
ど
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一

人
ひ
と
り
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
支
援
を
行
う
た
め
、
特
別
支
援
学

級
の
早
期
の
全
校
設
置
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効
果

的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
個
別
的
な
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ

る
児
童
生
徒
に
対
応
す
る
た
め
、
専

門
家
に
よ
る
発
達
支
援
訪
問
指
導

や
、
専
門
性
の
向
上
を
図
る
教
職
員

研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
快

適
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、
小

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設

改
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
通
学
区
域
内
の
児
童
数
の
急
激

な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
川
柳
小

学
校
校
舎
の
増
築
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
登
下
校

防
犯
プ
ラ
ン
」
の
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
校
の

通
学
路
へ
防
犯
用
カ
メ
ラ
を
新
た
に

設
置
す
る
と
と
も
に
、
教
育
の
質
の

向
上
や
校
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し

た
教
育
指
導
を
実
践
で
き
る
よ
う
、

研
修
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
が
い
き
い
き

と
教
育
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
在
校

時
間
の
適
正
な
管
理
や
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
な
ど
、
教
職
員

の
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育

力
を
活
用
し
、
地
域
と
の
強
い
絆
で

結
ば
れ
た
学
校
づ
く
り
を
展
開
す
る

た
め
、
１０
校
に
学
校
運
営
協
議
会
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
全
小
中
学
校

設
置
へ
の
準
備
を
進
め
る
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
応
援

団
や
退
職
教
員
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
活
用
し
、
こ
ば
と
塾
に
よ
る
学

習
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策

で
す
が
、
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て

は
、
多
様
化
す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
一
人
ひ
と
り

が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
こ
し
が
や

市
民
大
学
を
企
画
・
運
営
す
る
ほ

か
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
学
級
・

講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
学
習
機
会

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
や
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
人
材

育
成
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に

つ
い
て
は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
人
権
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会
や
講
座
等

を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
耐
震
補
強
の
工

法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
理
科
や
科
学
に
対
す
る
児
童

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
未
来

を
担
う
創
造
性
豊
か
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
学
校
や
科
学
分
野
の
専

門
機
関
と
連
携
し
た
体
験
事
業
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

開
催
日
時
や
内
容
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
子
育
て
世
代
か
ら
シ
ニ
ア
世
代

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
た
魅

力
的
な
講
座
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
多

様
化
・
高
度
化
・
専
門
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
一
人
ひ
と
り
の
知
る
権

利
を
保
障
す
る
た
め
、
や
さ
し
い
表

現
方
法
で
作
ら
れ
た
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
の

収
集
や
北
部
図
書
室
に
お
け
る
児
童

書
の
整
備
な
ど
、
図
書
館
機
能
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

図
書
館
寄
席
や
子
ど
も
向
け
古
典
講

座
を
開
催
し
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を

通
し
て
市
民
文
化
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
中
学
生
に
よ
る
同
世
代
へ

の
「
お
す
す
め
本
」
紹
介
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
が

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る

機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
越
谷
市

美
術
展
覧
会
に
お
い
て
第
２０
回
を
記

念
し
た
特
別
賞
の
表
彰
を
行
う
な

ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て

は
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、

地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
育
む

た
め
、
第
３０
回
を
迎
え
る
こ
し
が
や

薪
能
に
お
い
て
記
念
の
写
真
展
示
を

企
画
す
る
と
と
も
に
、
１
回
限
り
の

体
験
型
で
行
っ
て
い
た
能
楽
養
成
事

業
を
１０
回
連
続
の
コ
ー
ス
制
に
拡
充

す
る
な
ど
、
鑑
賞
と
体
験
の
機
会
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
文

化
的
遺
産
と
し
て
後
世
に
継
承
す
る

た
め
、
引
き
続
き
大
道
遺
跡
の
発
掘

調
査
を
行
い
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

に
努
め
る
と
と
も
に
、
中
学
生
を
対

象
に
発
掘
調
査
体
験
の
機
会
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大
間
野

町
旧
中
村
家
住
宅
お
よ
び
旧
東
方
村

中
村
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、
郷
土
の

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
昔
の
く
ら
し
を
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
郷
土

に
関
す
る
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な

施
策
で
す
が
、
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
づ
く
り
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
日

頃
運
動
す
る
機
会
の
少
な
い
市
民
が

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ら
れ
る
契

機
と
な
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
実
施
や
定
期
的
な
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

多
様
な
機
会
を
活
用
し
た
参
加
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ポ
ル
ト
ガ
ル
卓
球

チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
入
れ

や
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
越
谷
ア

ル
フ
ァ
ー
ズ
お
よ
び
卓
球
の
Ｔ
・
Ｔ

彩
た
ま
の
主
催
試
合
を
誘
致
す
る
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
機
会
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て

は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ

ー
バ
ン
ク
制
度
の
周
知
に
努
め
、
人

材
の
養
成
や
登
録
者
数
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
各
種
大
会
や
ス
ポ
ー

ツ
教
室
等
に
お
け
る
登
録
者
の
活
用

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心

し
て
快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し
め
る
よ
う
、

施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
や
計
画
的

な
改
修
を
行
う
な
ど
、
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

化
し
た
市
立
第
１
・
第
２
体
育
館
の

建
替
え
に
向
け
、
新
た
な
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
の
基

本
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
３１
年
度
の
主
要
な
教

育
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
平
成
３０
年
（
２
０
１
８
年
）
６

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
の
第
３
期

教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、

多
様
な
背
景
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
教
育
機
会
の
提

供
を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
だ
れ
も
が

と
も
に
学
べ
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、

学
習
的
な
困
難
を
抱
え
る
児
童
生
徒

お
よ
び
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
適
切

な
支
援
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
よ

る
教
育
機
会
の
確
保
な
ど
、
学
習
環

境
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
の
能
力
や
可
能
性
を

最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育

機
会
を
提
供
す
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
実

現
に
向
け
、
第
２
期
越
谷
市
教
育
振

興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
本
年
１
月
１
日
か
ら
新

し
い
教
育
委
員
会
制
度
に
完
全
移
行

し
、
今
後
一
層
の
活
性
化
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
ま
ち
づ
く

り
は
人
づ
く
り
」
と
い
う
認
識
の
も

と
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適
正

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
３
「
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し

め
る
環
境
を
つ
く
る
」
に
つ
い
て

基
本
目
標
２
「
生
涯
に
わ
た
る
学

び
を
充
実
し
、
地
域
の
文
化
を
創

造
す
る
」
に
つ
い
て

川柳小学校

生涯学習リーダー養成講座

こしがや薪能

市が支援する越谷アルファーズ

市立図書館

旧東方村中村家住宅



A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

広報こしがや臨時特集号　平成31年（2019年）4月号 6

総額1,761億7,700万円総額1,761億7,700万円
平成31年度（2019年度）予算の概要一般会計・特別会計・病院事業会計を合わせて
一般会計
特別会計
病院事業会計

総額

983億円   　　　
657億1,400万円
121億6,300万円

1,761億7,700万円

（前年度比7.4％増）
（前年度比0.7％増）
（前年度比3.5％増）

（前年度比4.6％増）～「子育て」・「児童・生徒の学習環境の充実」を重視～

市税
468億700万円
47.6％（1.6％）

国庫支出金
166億8,789万円
17.0％（7.9％）

市債
78億8,570万円
8.0％（39.4％）

県支出金
59億9,012万円
6.1％（10.0％）

その他
自主財源
20億4,530万円
2.1％（▲1.4％）

繰入金
31億9,446万円
3.2％（17.6％）

諸収入
37億261万円
3.8％（41.7％）

使用料及び手数料
17億4,892万円
1.8％（1.0％）

地方消費税交付金
55億円
5.6％（5.8％）

地方交付税
30億円
3.1％（4.5％）

その他
依存財源
17億3,800万円
1.7％（6.1％）

一般会計（歳入）の内訳

〈歳入の主な増減〉
市税…市民税が前年度比3.0％増の234億3,500万円、軽自動車税が7.4％増の3億6,200
万円となったことなどにより、全体で対前年度比1.6％増
繰入金…公共施設等整備基金からの繰入金の増などにより、対前年度比17.6％増
国庫支出金…子ども・子育て支援給付費に係る負担金が増加したことなどにより、対前
年度比7.9％増
市債…公共施設整備に係る通常債の増などにより対前年度比39.4％増

依存財源
408億
171万円
41.5%

（12.5％）

自主財源
574億
9,829万円
58.5%
（4.1％）

一般会計
歳入
983億円

一般会計予算

市民税
6万8,316円

固定資産税
5万2,280円

軽自動車税
1,055円

市たばこ税
6,122円

事業所税
1,927円

都市計画税
6,748円

＊市民１人当たりの額は、平成31年3月1日現在の総人口（34万3,040人）で割ったものです

市民１人当たりの市税負担額は、13万6,448円
7万7,252円 5万5,143円 2万1,728円 2万5,021円 5万3,575円 5万3,837円

市民1人当たりの予算額は、28万6,556円
その他（負担金
や貸付、補修
費用などに）

委託料や光熱
水費などの管
理費に

学校、道路、公
園等の建設な
どに

市の借入金の
返済に

職員の給与や
議員報酬など
に

福祉サービスに

通常債
大規模な公共工事を実施する
際の借金。市では市債残高を
減らすために、一般会計の通
常債の借り入れを、原則とし
て毎年度50億円以下に抑制
しています
特例債
特例として借り入れた減税補
てん債や臨時財政対策債など
国の政策による借金

市債（借入）残高

27年度

411
億円

281
億円

692億円

28

687億円

421
億円

266
億円

29

431
億円

280
億円

711億円

30（見込み）

441
億円

264
億円

705億円

447
億円

267
億円

714億円

31（見込み）

通常債 特例債

歳出（目的別内訳）

＊表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計
が合計値と一致しない場合があります

款　名 予　算　額 構成比（％）対前年度比増減値（％）
6億291万円

99億8,126万円
461億1,375万円
96億9,072万円

7,236万円
6億2,670万円
5億99万円
98億79万円

34億7,627万円
98億1,682万円

2万円
74億5,360万円

4,381万円
1億2,000万円

983億円

0.6
10.2
46.9
9.9
0.1
0.6
0.5
10.0
3.5
10.0
0.0
7.6
0.0
0.1

100.0

1.2
14.7
7.2
14.6
3.0
11.2
▲3.3
4.3
2.7
3.8
0.0
4.2

▲33.4
0.0
7.4

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
合 計

B財政課☎963－9115

　平成３１年度は、第４次越谷市総合振興計画や、まち・ひと・しごと創生総合戦略の着実な推進と、市民が
誇れるいきいきと活性化するまちづくりをさらに推進するため、子育てしやすい環境づくりの推進や、児童・
生徒の学習環境の充実など、安全・安心・快適なまちづくりを意識した予算編成を行いました。

＊歳入・歳出ともに表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計が合計値と一致しない場合があります。％は構成比、カッコ内は対前年度比

〈各項目の概要〉
・市税…市民税や固定資産税など
・諸収入…広告料収入や施設収入など
・繰入金…基金からの取り崩しなど
・使用料及び手数料…施設の利用や証明書を
発行する際にいただくお金
・その他自主財源…前年からの繰越金や分担
金および負担金など
・国庫支出金…国から交付されるお金
・市債…建設事業などを行うための市の借金

・県支出金…県から交付されるお金
・地方消費税交付金…消費税の一部が交付さ
れるもの
・地方交付税…地方の財政力を調整するため
国税の一部が交付されるもの
・その他依存財源…一定の割合で国や県から
交付されるお金など
◆自主財源…市が自主的に収入できるお金
◆依存財源…国や県の裁量で割り当てられる
お金

〈歳出の主な増減〉
扶助費…生活保護扶助費のほか、子どもや障がいのある方に係る給付費等が増加したこ
とにより、対前年度比4.8％増
公債費…小中学校空調設備設置事業に係る地方債の元金償還を開始することなどによ
り、対前年度比4.2％増
普通建設事業費等…保健センター整備や本庁舎整備に係る事業費の増などにより、対前
年度比45.1％増
物件費…プレミアム付商品券事業に係る業務委託料の増などにより、対前年度比12.6％増
繰出金…国民健康保険特別会計への繰出金の減などにより、対前年度比3.2％減

〈各項目の概要〉
・扶助費…児童手当や生活保護などの福祉サ
ービス費
・人件費…職員の給与や議員報酬など
・公債費…市が借り入れた地方債（借金）の
返済金
・普通建設事業費等…学校、道路、公園など
の建設費など
・物件費…委託料や光熱水費などの管理費
・繰出金…特別会計の経費の一部を負担する

もの
・補助費等…ごみ処理や高齢者医療、病院な
どにかかる負担金や団体への補助金など
・維持補修費…施設の補修経費など
・その他…貸付金や予見できない支出に備え
る経費など
◆義務的経費…支出が義務付けられている経
費
◆投資的経費…将来にわたって使用できる建
物、道路などを整備する経費

一般会計（歳出【性質別】）の内訳

普通建設
事業費等
85億8,313万円
8.7%（45.1%）

維持補修費
4億3,494万円
0.4%（5.9%）

その他
2億7,151万円
0.3%（▲9.8%）

その他の
経費
368億
4,660万円
37.5%
（6.8%）

義務的
経費
528億
7,027万円
53.8%
（3.5%）

一般会計
歳出
983億円

扶助費
265億46万円
27.0%（4.8%）

人件費
189億1,621万円
19.2%（1.5%）

物件費
183億7,852万円
18.7%（12.6%）

繰出金
97億463万円
9.9%（▲3.2%）

公債費
74億

5,360万円
7.6%
（4.2%）

補助費等
 80億
 5,700万円
      8.2%
    （8.3%）

投資的経費
85億8,313万円
8.7%（45.1%）
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A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ〠343-8501　越ヶ谷4-2-1越谷市役所

広報こしがや臨時特集号　平成31年（2019年）4月号

　重点戦略事業は、第４次総合振興計画の各施
策を効果的に推進するため、重点的かつ優先的
に実施する事業です
▷…既存事業　▶…新規事業（既存事業に新規
事業を加えた事業も含む）
＊１万円未満は四捨五入

▷母子健康づくり事業　　　　　　１，２９９万円
▷保健センター整備事業　　１４億３，３１７万円
▷がん検診等事業　　　　　　４億３，４３７万円
▷子育て支援事業　　　　　　　　４，１７０万円
▷学童保育室建設事業　　　　　　７，５００万円
▷子ども・子育て支援給付事業　　　　４５億円
▷障がい者就労支援事業　　　　　１，９７０万円
▷老人福祉センター運営事業 ３億３，１８２万円
▷特別養護老人ホーム等施設整備促進事業

１億２，１００万円
▷西大袋土地区画整理事業　　７億３，０００万円
▷公共交通事業　　　　　　　３億４，０５７万円
▷小中学校空調設備設置事業　１億５，６２０万円
▷教職員資質向上事業　　　　　　１，８４２万円
 
 

▷市民活動支援センター管理事業
１億１，９５４万円

▷自治会振興事業　　　　　　　　１億１０万円
▷集会施設整備事業　　　　　　　３，４００万円
▶大沢地区センター・公民館整備事業

６，４３０万円
▷コミュニティ活動推進事業　　　４，９０１万円
▷公園施設維持管理事業　　　５億２，１０９万円

▷自主防災組織育成事業　　　　 １，２００万円

▷道路舗装事業　　　　　　　　４億７５０万円
▷橋りょう耐震化整備事業　 ６億２，２００万円
▷交通安全施設整備事業　　　１億５，０５０万円
▷排水機場施設維持管理事業　１億５，８７９万円

▷ホームページ・テレビ広報事業
１，７４０万円

▷道の駅整備事業　　　　　　　　　６２４万円
▷再生可能エネルギー推進事業　 １，０００万円
▶産業活性化推進事業　　　　　　１，６４０万円

▷中心市街地活性化推進事業　　　　５０８万円
▶観光推進事業　　　　　　　　　８，２５５万円
▶魅力発信事業　　　　　　　　　２，７３２万円

▷流通・工業系土地利用事業　 　４，４００万円
▷地産地消推進事業　　　　　　　　４２０万円
▷農地利用集積事業　　　　　　　５，１５０万円
▷農業従事・後継者育成事業　　　１，９３３万円

▷急患診療所診療業務事業　　１億２，４３７万円
▷救急医療対策事業　　　　　　　１，７３３万円
▷感染症対策事業　　　　　　　　２，７６９万円
▷災害予防対策事業　　　　　　　４，３４４万円

重点戦略１
子どもも高齢者も元気な未来創造プロジェクト

重点戦略２
地域の協働推進プロジェクト

平成31年度（2019年度）
主な重点戦略事業

　

市
立
病
院
は
、
昭
和
５１
年
（
１
９

７
６
年
）
に
開
院
し
、
地
域
の
基
幹

病
院
と
し
て
、
救
急
医
療
や
高
度
な

医
療
を
は
じ
め
、
医
療
相
談
や
保
健

衛
生
行
政
事
務
な
ど
の
医
療
の
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
３１
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）

の
病
院
事
業
会
計
の
予
算
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
医
業
収
益
（
入
院
・

外
来
患
者
収
益
な
ど
）
が
１
０
７
億

１
２
０
０
万
円
で
、
予
算
の
９４
・
１

％
を
占
め
ま
す
。
医
業
外
収
益
（
受

取
利
息
配
当
金
・
他
会
計
負
担
金
な

ど
）
が
５
億
２
７
８
０
万
円
で
４
・

７
％
、
過
年
度
の
収
益
を
修
正
す
る

特
別
利
益
が
１
億
４
０
２
０
万
円
で

１
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
医
業
費
用
（
職
員
給

与
費
・
医
療
材
料
費
・
経
費
な
ど
）

が
１
１
２
億
３
８
０
０
万
円
で
予
算

の
９８
・
８
％
、
支
払
利
息
等
の
医
業

外
費
用
が
１
億
２
４
０
０
万
円
で

１
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
固
定
資
産
売
却
代
金

が
１０
万
円
で
予
算
の
０
・
０５
％
、
他

会
計
負
担
金
が
２
億
円
で
９９
・
９５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
建
設
改
良
費
（
エ
ア

コ
ン
設
備
改
修
工
事
や
医
療
器
械
の

購
入
・
リ
ー
ス
資
産
の
購
入
な
ど
）

が
４
億
７
８
０
０
万
円
で
６１
％
、
病

院
事
業
債
の
企
業
債
償
還
元
金
が
３

億
５
０
０
万
円
で
３９
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

b
市
立
病
院
庶
務
課
☎
９
６
５
＝
２

２
２
１
（
代
表
）

病　　院
事業収益

病　　院
事業費用

資 本 的
収　　入

資 本 的
支　　出

資本的収入および支出

１０７億１,２００万円
５億２,７８０万円
１億４,０２０万円

１１３億８,０００万円
１１２億３,８００万円
１億２,４００万円

８００万円
１,０００万円

１１３億８,０００万円

収益的収入および支出

＊病院事業会計は支出総額121億6,300万円になります
＊資本的収支の不足額5億8,290万円は補てん財源から
　補てんします

市立病院事業会計の内訳

１０万円
２億円

２億１０万円
４億７,８００万円
３億５００万円
７億８,３００万円

病院事業会計予算

B市立病院庶務課☎965－2221（代表）

医 業 収 益
医 業 外 収 益
特 別 利 益
合 計
医 業 費 用
医 業 外 費 用
特 別 損 失
予 備 費
合 計

固定資産売却代金
他会計負担金
合 計
建 設 改 良 費
企業債償還金
合 計

〈各項目の概要〉
医業収益…入院・外来患者収益など
医業外収益…受取利息配当金・他会計負担金など
特別利益…過年度収益の修正など
医業費用…職員給与費・医療材料費・経費など
医業外費用…支払利息など
建設改良費…病院整備費や医療器械の購入・リー
ス資産の購入など

平成31年度（2019年度）
主な新規事業
平成31年度（2019年度）
主な新規事業

《市民活動支援課》 　　　　　 ６,４３０万円
　地域コミュニティ活動の拠点となる地区セン
ター・公民館の整備に向け、基本・実施設計お
よび施設用床の購入を行います。

《子ども育成課》 　　　　　　　　　７,０００万円
　待機児童の解消を図るため、長時間預かり保
育を行う幼稚園等を市独自の『こしがや「プラ
ス保育」幼稚園』に認定し、事業実施の支援を
行います。

《スポーツ振興課》 　　　　　　  ３１９万円
　2020年の東京オリンピックポルトガル卓球
チームの事前キャンプ受入れのため、練習環境
の整備を行います。

《スポーツ振興課》 　　　　　　  ７００万円
　老朽化した第１・第２体育館の建て替えに向
け、民間活力の導入を検討し、新たな地域スポ
ーツの拠点となる体育施設の整備を行います。

大沢地区センター・公民館整備事業

子育て充実事業
（こしがや「プラス保育」幼稚園事業）

東京オリンピック・パラリンピック推進事業

（仮称）越谷市立地域スポーツ
センター整備事業

（既存事業に新規事業を加えた事業も含む）
＊１万円未満は四捨五入

重点戦略３
安全で利用しやすい公共施設等のマネジメントプロジェクト

重点戦略４
こしがや魅力発信プロジェクト

重点戦略５
安心を実感できる命と財産を守るプロジェクト

特別会計の内訳

９つの特別会計 総額657億1,400万円
　特別会計は、特定の歳入歳出を、一般の歳入歳出と
区別して経理するための会計です。
 ９つの特別会計の総額は、６５７億１，４００万円で、前
年度に比べ０．７％増となっています。

特別会計予算

323億9,000万円

38億5,000万円

186億8,000万円

9,200万円

5億3,000万円

1億2,000万円

17億円

79億6,000万円

3億9,200万円

657億1,400万円

▲2.4

3.2

6.0

119.0

89.3

▲7.7

▲17.5

1.8

8.9

0.7

特　別　会　計 対前年度比
増減値（%）

国 民 健 康 保 険 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

介 護 保 険 会 計

母子父子寡婦福祉資金貸付金会計

東越谷土地区画整理事業費会計

七左第一土地区画整理事業費会計

西大袋土地区画整理事業費会計

公共下水道事業費会計

公共用地先行取得事業費会計

計

病
院
事
業
会
計
予
算



A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

広報こしがや臨時特集号　平成31年（2019年）4月号 8

統一地方選挙統一地方選挙
　統一地方選挙の日程は下記のとおりです。選挙は皆さんの代表を選ぶ大切な機会です。棄権するこ
となく投票しましょう。　　　　B越谷市選挙管理委員会☎９６３-９２７６（投票日当日は、☎９６３-９０６２）

　投票日当日に仕事や旅行、出産、地域の行事、冠婚葬祭などのため投票に行くことができない方は、期日前投票を
ご利用ください。期日前投票所の場所・期間・時間については以下のとおりです。

　これまで「はがき」だった投票所入場整理券の様式を、
今回から「封書」に変更しました。
　同一世帯（６人まで）を同封していますので、投票の際
にはご自身の投票所入場整理券をお持ちください。
　なお、万一届いていない場合や、紛失した場合でも選
挙人名簿に登録されている方は投票できますので、投
票所にお越しのうえ、係員にその旨をお申し出ください。
　また、裏面に期日前投票（不在者）宣誓書（兼請求書）
を印字していますので、期日前投票をする際には記入し
てお持ちください。投票日当日に投票する方は、記入は
不要です。

埼玉県議会議員一般選挙

投票日に予定がある方

のお知らせ

投票所入場整理券の様式を変更しました

越谷市議会議員一般選挙

○投 票 日　４月７日（日）
○投票時間　午前７時～午後８時
○定　　数　４人（東第８区）

○埼玉県議会議員一般選挙
場　　　所
市役所第三庁舎
１階会議室 3月30日（土）～4月6日(土)

3月30日（土）～4月2日(火)

4月3日(水)～5日(金)

4月6日(土)

午前8時30分～午後8時

午前9時～午後７時

午前9時～午後8時

午前9時～午後5時

新越谷駅１階自由通路内
および

北部市民会館１階ロビー

期　　　間 時　　　間

○投 票 日　４月２１日（日）
○投票時間　午前７時～午後８時
○定　　数　３２人

○越谷市議会議員一般選挙
場　　　所

市役所第三庁舎
１階会議室 4月15日(月)～20日(土)

4月15日(月)・16日(火)

4月17日(水)～19日(金)

4月20日(土)

午前8時30分～午後8時

午前9時～午後７時

午前9時～午後8時

午前9時～午後5時

新越谷駅１階自由通路内
および

北部市民会館１階ロビー

期　　　間 時　　　間

大
袋

埼玉県
合同庁舎

市役所 入口

北側駐車場

本庁舎
第三庁舎

第二
庁舎

←越谷駅

袋山
郵便局児童

相談所
旅行会社子育てサロン

コーヒー
ショップ

西
口

臨時駐輪場

コ
ン
ビ
ニ

階
段

北部市民会館期日前（不在者）投票所
（1階ロビー）　恩間１８１－１

新越谷駅期日前（不在者）投票所
（1階自由通路内）　南越谷１－１１－４

越谷市役所期日前(不在者)投票所
(第三庁舎1階会議室)　越ヶ谷４－２－１

期日前
（不在者）
投票所

北部
市民会館

スーパー期日前
（不在者）
投票所

期日前
（不在者）
投票所

投票所入場整理券は封書に入れて郵送します

【今回から】封書

郵便区内特別

◯ ◯ ◯ 議 会 議 員 一 般 選 挙
投票日：平成31年4月◯日（日）

343-8501
越谷市越ヶ谷４丁目２番１号

　　○○　太郎　　　　　　　　　　　様
　　○○　花子　　　　　　　　　　　様

【これまで】はがき


